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このたびはCIDRWシステム V640シ リーズをお買い上げいただき、 あ りがと う ございます。

V640シ リーズのご使用に際し て、 次のこ と を守っ て く だ さい。

・ 形V640シ リーズは、 電気の知識を有する専門家が扱って く だ さい。

・ 使用される前に本書をよ く 読んで十分に理解し た上、 正し く ご使用 く だ さい。

・ 本書はいつでも参照できるよ う に、 お手元に大切に保管し て く だ さい。
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オムロン商品ご購入のお客さ まへ

「当社商品」 について特別の合意がない場合には、 お客様のご購入先にかかわらず、 本ご承諾事項記載の条件

を適用いた し ます。

1.定義

本ご承諾事項中の用語の定義は次のとお り です。

･ 「当社商品」 ： 「当社」 のFAシステム機器、 汎用制御機器、 センシング機器、 電子 ・ 機構部品

･ 「カ タ ログ等」 ： 「当社商品」 に関する、 ベス ト 制御機器オムロン、 電子 ・ 機構部品総合カ タ ログ、 その他の

カ タ ログ、 仕様書、 取扱説明書、 マニュアル等であっ て電磁的方法で提供される ものも含みます。

･ 「利用条件等」 ： 「カ タ ログ等」 に記載の、 「当社商品」 の利用条件、 定格、 性能、 動作環境、 取り扱い方法、

利用上の注意、 禁止事項その他

･ 「お客様用途」 ： 「当社商品」 のお客様におけるご利用方法であっ て、 お客様が製造する部品、 電子基板、 機

器、 設備またはシステム等への 「当社商品」 の組み込み、 または利用を含みます。

･ 「適合性等」 ： 「お客様用途」 での 「当社商品」 のa)適合性、 b)動作、 c)第三者の知的財産の非侵害、 d)法令の

遵守およびe)各種規格の遵守

2.記載事項のご注意

「カ タ ログ等」 の記載内容については次の点をご理解 く だ さい。

･ 定格値および性能値は、 単独試験における各条件のも と で得られた値であ り、 各定格値および性能値の複

合条件のも と で得られる値を保証する ものではあ り ません。

･ 参考データはご参考と し て提供する もので、 その範囲で常に正常に動作する こ と を保証する ものではあ り

ません。

･ 利用事例はご参考ですので、 「当社」 は 「適合性等」 について保証いた しかねます。

･ 「当社」 は、 改善や当社都合等によ り、 「当社商品」 の生産を中止し、 または 「当社商品」 の仕様を変更す

る こ とがあ り ます。

3.ご利用にあたってのご注意

ご採用およびご利用に際し ては次の点をご理解 く だ さい。

･ 定格 ・ 性能ほか｢利用条件等｣を遵守し ご利用 く だ さい。

･ お客様ご自身にて｢適合性等｣をご確認いただき、 ｢当社商品｣のご利用の可否をご判断 く だ さい。 ｢当社｣は｢

適合性等｣を一切保証いた しかねます。

･ ｢当社商品｣がお客様のシステム全体の中で意図し た用途に対し て、 適切に配電 ・ 設置されている こ と をお

客様ご自身で、 必ず事前に確認し て く だ さい。

･ ｢当社商品｣をご使用の際には、(i)定格および性能に対し余裕のある｢当社商品｣のご利用、冗長設計などの安

全設計、 (ii)｢当社商品｣が故障し ても、 ｢お客様用途｣の危険を最小にする安全設計、 (iii)利用者に危険を知ら

せるための、 安全対策のシステム全体と し ての構築、 (iv)｢当社商品｣および｢お客様用途｣の定期的な保守、

の各事項を実施し て く だ さい。

･ 「当社」 はDDoS攻撃 （分散型DoS攻撃）、 コ ンピ ュータウイルスその他の技術的な有害プログラム、 不正ア

クセスによ り、 「当社商品」 、 イ ンス ト ールされたソ フ ト ウ ェ ア、 またはすべてのコ ンピ ュータ機器、 コ ン

ピ ュータ プログラム、 ネ ッ ト ワーク、 データ ベースが感染し た と し て も、 そのこ と によ り直接または間接

的に生じ た損失、 損害その他の費用について一切責任を負わないものと し ます。

お客様ご自身にて、 （ⅰ） アンチウイルス保護、 （ⅱ） データ入出力、 （ⅲ） 紛失データの復元、 （ⅳ） 「当社
商品」 またはイ ンス ト ールされたソ フ ト ウ ェ アに対する コ ンピ ュータウイルス感染防止、 （ⅴ） 「当社商品」
に対する不正ア クセス防止についての十分な措置を講じ て く だ さい。

ご承諾事項
CIDRW システム
ユーザーズマニュアル
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･ ｢当社商品｣は、 一般工業製品向けの汎用品と し て設計製造されています。 従いま し て、 次に掲げる用途で

の使用は意図し ておらず、お客様が｢当社商品｣を これらの用途に使用される際には、｢当社｣は｢当社商品｣に

対し て一切保証をいた し ません。 ただ し、 次に掲げる用途であっ ても 「当社」 の意図し た特別な商品用途

の場合や特別の合意がある場合は除きます。

a) 高い安全性が必要と される用途 （例 ： 原子力制御設備、 燃焼設備、 航空 ・ 宇宙設備、 鉄道設備、 昇降

設備、 娯楽設備、 医用機器、 安全装置、 その他生命 ・ 身体に危険が及び う る用途）

b) 高い信頼性が必要な用途 （例 ： ガス ・ 水道 ・ 電気等の供給システム、 24 時間連続運転システム、 決済

システムほか権利 ・ 財産を取扱う 用途など）

c)厳しい条件または環境での用途 （例 ： 屋外に設置する設備、 化学的汚染を被る設備、 電磁的妨害を被る

設備、 振動 ・ 衝撃を受ける設備など）

d)｢カ タ ログ等｣に記載のない条件や環境での用途

･ 上記のa)からd)に記載されている他、 ｢本カ タ ログ等記載の商品｣は自動車 （二輪車含む。 以下同じ） 向けで

はあ り ません。 自動車に搭載する用途には利用し ないで下さ い。 自動車搭載用商品については当社営業担

当者にご相談 く だ さい。

4.保証条件

「当社商品」 の保証条件は次のとお り です。

･ 保証期間 　 ご購入後1年間といた し ます。

（ただ し 「カ タ ログ等」 に別途記載がある場合を除きます。）

･ 保証内容 　 故障し た 「当社商品」 について、 以下のいずれかを 「当社」 の任意の判断で実施し ます。

a) 当社保守サービス拠点における故障し た 「当社商品」 の無償修理

（ただ し、 電子 ・ 機構部品については、 修理対応は行いません。）

b) 故障し た 「当社商品」 と同数の代替品の無償提供

･ 保証対象外 　 故障の原因が次のいずれかに該当する場合は、 保証いた し ません。

a) 「当社商品」 本来の使い方以外のご利用

b) 「利用条件等」 から外れたご利用

c) 本ご承諾事項 「ご利用にあたってのご注意」 に反するご利用

d) 「当社」 以外による改造、 修理による場合

e) 「当社」 以外の者による ソ フ ト ウ ェ アプログラムによる場合

f) 「当社」 からの出荷時の科学 ・ 技術の水準では予見できなかった原因

g) 上記のほか 「当社」 または 「当社商品」 以外の原因 （天災等の不可抗力を含む）

5.責任の制限

本ご承諾事項に記載の保証が、 「当社商品」 に関する保証のすべてです。

「当社商品」 に関連し て生じ た損害について、 「当社」 および 「当社商品」 の販売店は責任を負いません。

6.輸出管理

「当社商品」 または技術資料を、 輸出または非居住者に提供する場合は、 安全保障貿易管理に関する日本お

よび関係各国の法令 ・ 規制を遵守 く だ さい。 お客様が法令 ・ 規則に違反する場合には、 「当社商品」 または

技術資料をご提供できない場合があ り ます。
3
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●安全に使用し ていただ く ための表示と意味について

この取扱説明書では、 V640シ リーズを安全にご使用いただ く ために、 注意事項を次のよ う な表示と記号で示

し ています。 こ こ で示し た注意事項は安全に関する重大な内容を記載し ています。 必ず守っ て く だ さい。

表示と記号は次のとお り です。

●図記号の意味

●警告

安全上のご注意

正しい取扱いを し なければ、 この危険のために、 軽傷 ・ 中程度の傷害を負った り、 万一

の場合には重症や死亡にいたる恐れがあ り ます。 また、 同様に重大な物的損害を受ける

恐れがあ り ます。

禁止

一般的な禁止を示し ます。

一般的な強制事項

左図は、 特定し ない一般的な強制事項を意味し ています。

アンチウイルス保護
制御システムに接続するパソ コ ンへの最新の商用品質のウイルス対策ソ フ ト の導入およ
び保守を行って く だ さい。

不正アクセスの防止
当社商品に対し て、 以下の不正アクセス防止対策を行って く だ さい。
･権限保有者だけを制御システムや装置へア クセス可能とする物理的統制の導入
･制御システムや装置のネ ッ ト ワーク接続を最小限に抑える こ とによる、 信頼できないデ

バイスからのアクセス防止
･イ ン ターネ ッ ト との接続を禁止
･制御システムや装置へのリ モー ト ア クセスにおける多要素認証の導入
･強固なパスワー ドの採用と頻繁な変更
･制御システムや装置でUSB メ モ リ など外部ス ト レージデバイ スを使用する場合の事前

ウイルススキャ ン

データ入出力の保護
制御システムや装置への入出力データの意図せぬ改変に備えた、 バッ ク ア ッ プや範囲
チ ェ ッ ク などの妥当性の確認を行っ て く だ さい。
･データの範囲チ ェ ッ ク
･データの改ざんや異常に備えた、 バッ ク ア ッ プによる妥当性確認、 リ ス ト アの準備
･データの改ざんや異常を想定し た、 緊急停止や縮退運転などの安全設計

紛失データの復元
データ紛失対策と し て、 定期的な設定データのバッ ク ア ッ プ と保守を行っ て く だ さい。
CIDRW システム
ユーザーズマニュアル
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イ ン ト ラネ ッ ト を構築する場合、 ケーブル断線や不正ネ ッ ト ワーク機器の影響によ り通
信障害が発生する可能性があ り ます。 設置エ リ アの施錠などの方法によ っ て、 ネ ッ ト
ワーク機器への物理アクセスを制限するなど、 十分な措置を講じ て く だ さい。

SDメ モ リ カー ド機能を搭載し た機器を使用する場合は、 リムーバブルメ デ ィ アの抜き取
り、 不正アンマウン ト などによ り、 第三者がリムーバブルメ デ ィ アの中身のフ ァ イルや
データ を不正取得、 改ざん、 差し替えなどを行う セキュ リ テ ィ リ スクがあ り ます。 お客
様ご自身で、 設置エ リ アの施錠、 入室管理などの方法によ って、 コ ン ト ローラへの物理
アクセスを制限し た り、 リムーバブルメ デ ィ アの適切な管理対策を行った りするなどの
十分な措置を講じ て く だ さい。
5
CIDRW システム
ユーザーズマニュ アル



6

は
じ

め
に

ご
使

用
に

際
し

て
の

ご
承

諾
事

項

はじめに
以下に示すよ う な項目は安全を確保する上で必要な こ と ですので必ず守っ て く だ さい。

･引火性 ・ 爆発性ガスの環境では使用し ないで く だ さい。

･操作 ・ 保守の安全性を確保するため、 高圧機器や動力機器から離し て設置し て く だ さい。

･取付けにおいて、 ねじの締め付けは確実に行っ て く だ さい。 (推奨 ： 1.2N ・ m)

･ケースの隙間から水や針金などの異物を入れないで く だ さい。 火災や感電の原因と な り ます。

･この製品を分解し た り、 修理、 改造し ないで く だ さい。

･廃棄する と きは、 産業廃棄物と し て処理し て く だ さい。

･配線作業、ケーブル類、CIDRWヘ ッ ド を着脱する際は、 アンプユニ ッ ト の電源を切っ てから行って く だ さい。

･通風スペースを十分にと っ て く だ さい。

･発熱量の高い機器(ヒーター、 ト ラ ンス、 大容量の抵抗など)の近 く に取り付ける こ とは避けて く だ さい。

･万一、 異常が発生し た場合は、 すぐに使用を中止し、 電源を切った状態で当社支店 ・ 営業所までご相談 く だ

さい。

電波の医療機器への影響に関し て注意し て下さい。 （社） 日本自動認識システム協会のガイ ド ラ イ ンを下記に

示し ます。

安全上の要点

本製品は電波を使用し たRFID機器のリーダラ イ タ です。そのため使用する用途・場所によ っ

ては、 医療機器に影響を与える恐れがあ り ます。 この影響を少な く するために、 運用に際

し て以下のこ と を厳守される事をお願いし ます。

　 植込み型医療機器装着者は、 装着部位を据置き タ イプ、 モジュールタ イプのRFID機器の

アンテナ部よ り22cm以内に近づかないこ と。
CIDRW システム
ユーザーズマニュアル



は
じ

め
に

ご
使

用
に

際
し

て
の

ご
承

諾
事

項
はじめに
製品が動作不能、 誤動作、 または性能 ・ 機器への悪影響を防ぐため、 以下のこ と を守っ て く だ さい。

■ 設置環境について
次のよ う な場所に設置し て く だ さい。

・ 直射日光があたらない場所

・ 腐食性ガス、 塵埃、 金属粉、 塩分がない場所

・ 温度変化が急激ではな く 結露し ない場所(仕様の範囲内である こ と)

・ 湿度が高 く な く 、 結露し ない場所(仕様の範囲内である こ と)

・ 振動や衝撃が本体に直接伝わらない場所(仕様の範囲内である こ と)

・ 水、 油、 化学薬品の飛沫がない場所

・ 使用温度が仕様で定められている範囲内の場所

■ 保管環境について
・ 保管時は、 保存周囲温度/湿度を守り、 保管し て く だ さい。

■ 配線作業について
・ 本書で指定し た電源電圧で使用し て く だ さい。

・ 電源端子の+-を逆接続し ないで く だ さい。

・ 高圧線や動力線と同一配線管で使用し ないで く だ さい。

・ 静電気による破損を防ぐため、 端子部分やコネク タ内部の信号線に触れる場合は、 リ ス ト ラ ッ プな

どを使用し て、 帯電防止措置を行っ て く だ さい。

・ CIDRWヘ ッ ド を着脱する際は、 コネク タに過度な荷重を加えないで く だ さい。

・ アンプユニ ッ ト に適合する正しいCIDRWヘ ッ ド を取り付けて く だ さい。

■ 清掃について
・ 市販のアルコールを使用し て く だ さい。

・ シンナー、 ベンジン、 ベンゼン、 アセ ト ン等の有機溶剤は樹脂部分やケース塗装を溶かし ますので、

使用し ないで く だ さい。

■ 電源、 接地線について
・GR(フ レームグラ ン ド)端子は必ずD種接地(従来の第3種接地)し てお使い く だ さい。性能劣化の原因と

な り ます。

■ 交信性能(交信領域 ・ 交信時間)について
・ CIDRWヘ ッ ド 周囲の金属や、 ノ イズ、 温度、 等の原因によ り交信性能が変化し ますので、 実際にご

使用になる環境において、 確認をお願いし ます。

・ IDタグによ り、 交信領域が変化し ますので余裕を持った設置をお願いし ます。

使用上の注意
7
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■ 取付けについて
・ この製品は、 134kHzの周波数帯を使用し てIDタグと交信を行っ ています。 ト ラ ンシーバ、 モータ、 モ

ニ タ装置、 電源(電源IC)などの中には、 ID タグとの交信に影響を与える電波( ノ イズ)を発生する もの

があ り ます。 このよ う なものの近 く でご使用になる場合は、 事前に影響を確認し て く だ さい。

・ ノ イズの影響を最小限とするため、周辺に配置された金属体はD種接地(従来の第3種接地)を し て く だ

さい。

・ CIDRWヘ ッ ド取付け時のねじ締めは確実に行って く だ さい。 (推奨 ： 0.6N ・ m)

・複数のCIDRWヘ ッ ド を隣接設置される場合、相互干渉によ り交信性能が低下する恐れがあ り ます。相

互干渉に関する情報を参照し て設置 く だ さい。

 p.117

■ ねじ止め用接着剤について
・ ねじ止め用接着剤(ねじ ロ ッ ク)は樹脂部分を劣化させ、 割れを発生させる可能性があ り ます、 樹脂部

分のねじや、 樹脂製ワ ッ シャの部分には使用し ないで く だ さい。

■ 製品起動時の注意事項
・ 製品が故障する恐れがあ り ますので、 電源投入後やモー ド 切替時、 リ セ ッ ト 等による製品起動中に

は、 電源を切ら ないで く だ さい。

■ 製品使用時の注意事項
・ 製品が故障する恐れがあ り ますので、IPア ド レスやサブネ ッ ト マス ク、WEBパスワー ド を設定し てい

る最中は本体の電源を切らないで く だ さい。

■ Texas Instruments製RFモジュール、 ト ラ ンスポンダについて
(1) 本商品はTexas Instruments社 （以後、 TI社と記述） 製RFモジュール(RI-STU-MRD2)を使用し、 TI社

製 ト ラ ンスポンダ(RI-TRP-DR2B(-30)、RI-TRP-WR2B(-30))と交信を行う ものであるため、交信性能

については保証できません。

(2) TI社製RFモジュール、 ト ラ ンスポンダの不具合についても、 保証責任を負いかねます。 よ っ て、 本

アンプユニ ッ ト で使用し ているRFモジュールの不具合に関し ても解析はできません。

■ 形V640-HAM11(-L)-ETN/形V640-HAM11(-L)-ETN-V2の特性について
交信特性が一致するよ う に回路設計を行っ ていますが、 TI社製のRFモジュールと ト ラ ンスポンダで交

信を行う ものであるため、 必ずし も一致し ている保証ができません。
CIDRW システム
ユーザーズマニュアル
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このマニュアルの読み方

マークの意味

この製品について、 機能や性能を十分に発揮させるために守っ ていただきたいこ と を説明し ています。 誤った使い方は、 デー

タ破損や本体破損の原因と なる可能性があ り ますので、 よ く 読んで注意事項を守って く だ さい。

操作する上で守っ ていただきたいこ とや、 使い方のア ド バイスなど、 その性能について特に大切なポイ ン ト がま とめられてい

ます。

関連内容を記載し ているページ番号を示し ています。

困った と きに参考になる こ と を示し ています。

動作表示灯の状態

CIDRWコ ン ト ローラ、 アンプユニ ッ ト の動作表示灯の状態を、 以下の記号で示し ています。

消灯

点滅

点灯
9
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CIDRWシステムとは

半導体の製造工程において、 キャ リ ア(FOUP)に取付けたキャ リ アID(IDタグ)に接触する こ と な く 、 情報を書き

込んだ り、 読出し た りするシステムです。 「Carrier ID Reader/Writer」 の略で、 本書では 「CIDRW」 と呼びます。

品種、 工程指示、 ロ ッ ト 、 検査結果などの情報を ID タ グに書込んだ り読出し た りする こ と で、 上位機器で作

業指示情報を管理できます。

例 ： 半導体、 ウ ェハ製造工程の情報管理

IDタグ(ホルダ別)

CIDRWヘ ッ ド

情報を読書き

・ 品種情報

・ 工程指示情報

・ 完了情報

・ ロ ッ ト 情報

・ 検査結果

など

上位機器

アンプユニ ッ ト

Ethernet HUB

推奨 ： 形W4S1-05B

(オムロン製)
CIDRW システム
ユーザーズマニュアル
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特 　 長

形V640-HAM11-ETN-V2、 形V640-HAM11-L-ETN-V2は、 V640シ リーズのCIDRWヘ ッ ド を接続し、 上位機器か

らのコ マン ド に応じ てTexas Instruments(TI)製IDタグに対し て情報の読み出し/書き込みを行います。

■ 形V640-HAM11-ETN-V2
Ethernet を搭載し たアンプユニ ッ ト です。 上位機器とは、 LANケーブルを介し て接続し、 TCP/IPにて

複数のアンプユニ ッ ト を制御する こ とが可能です。 また、 アンプユニ ッ ト にはWEBブ ラウザ機能を持

ち、 通信設定、 ステータ ス管理および簡単なコ マン ド交信を行う こ とができます。

■ 形V640-HAM11-L-ETN-V2
Ethernetを搭載し たアンプユニ ッ ト でCIDRWヘ ッ ド に形V640-HS62を接続する こ と で、長距離の交信を

行う こ とができます。 形V640-HAM11-L-ETN-V2が持っ ている機能はすべて形V640-HAM11-ETN-V2と

同一です。
15
CIDRW システム
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システム構成

 形V640-HAM11-ETN-V2

 形V640-HAM11-L-ETN-V2

アンプユニ ッ ト のDIP-SW1～5をすべてOFFにし た場合、 任意のIPア ド レス/サブネ ッ ト マスク を設定する こ とができます。 それ

以外の場合は、 「192.168.1.XXX(1～31)」 のIPア ド レス(サブネ ッ ト マスク ： "255.255.255.0"固定)を設定する こ とができます。

CIDRWヘ ッ ド

形V640-HS61

アンプユニ ッ ト

形V640-HAM11-ETN-V2

Ethernet HUB

推奨 ： 形W4S1-05B(オムロン製)上位機器

LANケーブル LANケーブル

CIDRWヘ ッ ド

形V640-HS62

アンプユニ ッ ト

形V640-HAM11-L-ETN-V2

Ethernet HUB

推奨 ： 形W4S1-05B(オムロン製)上位機器

LANケーブル LANケーブル
CIDRW システム
ユーザーズマニュアル
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各部の名称と機能

アンプユニ ッ ト 　 形V640-HAM11-ETN-V2/形V640-HAM11-L-ETN-V2

No. 名称 機能

1 専用電源コネク タ DC24V電源を供給し ます。

2 Ethernetポー ト LANケーブルを介し て上位機器と接続し ます。

3 RUN表示灯(緑) アンプユニ ッ ト が正常に動作中に点灯し ます。

4 COMM表示灯(黄) 上位機器との通信中、 または、 IDタグとの交信中に点灯し ます。

5 NORM表示灯(緑) IDタグとの交信が正常に完了し た場合に点灯し ます。

6 ERROR表示灯(赤) 上位機器との通信中、 またはIDタグとの交信中に異常が発生し た場合に点灯し ます。

7 CIDRWヘ ッ ド接続

ポー ト

CIDRWヘ ッ ド を接続し ます。

形V640-HAM11-ETN-V2は形V640-HS61、 形V640-HAM11-L-ETN-V2は形V640-HS62が専用のCIDRW

ヘ ッ ド にな り ます。

8 設定DIP-SW IPア ド レスの設定、 テス ト モー ドのON/OFFを設定し ます。

LINK(緑) ACT(黄)

LINK･･･正常に リ ン ク確立時に点灯

ACT･･･キャ リ ア検知時に点灯
17
CIDRW システム
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■ 便利な機能

 ノ イズ測定機能

CIDRWヘ ッ ド周辺の ノ イズ環境を測定し、 ノ イズレベルを"00"～"99"の数値で表し ます。

ノ イズ測定コマン ド と交信距離に与える周囲ノ イズの影響は以下のページを参照し て く だ さい。

p.52、 p.122

 CIDRWヘ ッ ド断線検知機能

アンプユニ ッ ト にCIDRWヘ ッ ドが正し く 接続されているか、 または接続されていない(CIDRWヘ ッ ドの

ケーブルに異常がある場合など)こ と を確認する こ とができます。

パラ メ ータ取得コマン ド(CIDRWヘ ッ ド接続状態)

p.50

 テス ト モー ド

上位機器を接続せずにIDタグと アンプユニ ッ ト 間の交信可否を確認する こ とができます。

IDタグ との交信を自動的に1秒間隔で実行し、 動作表示灯(LED)に交信結果を表示し ます。

アンプユニ ッ ト 側面のDIP-SWを使っ て、 テス ト モー ドのON/OFFを設定し ます。

DIP-SWを変更後、 再起動し て く だ さい。 再起動し ないと変更内容は反映されません。

交信結果の動作表示灯の表示については 「アンプユニ ッ ト 　 形V640-HAM11-ETN-V2/形V640-HAM11-L-ETN-V2」 を参

照し て く だ さい。

 p.17

テス ト モー ド で動作させる前に必ずCIDRWヘ ッ ド を接続し ておいて く だ さい。

CIDRWヘ ッ ド を接続せずにテス ト モー ド を動作させた場合、 ERROR表示灯が点灯し てアンプユニ ッ ト の動作が停止し

ます。

テス ト モー ド で動作し ている間は、 上位機器からのコ マン ド は受け付けません。 テス ト モー ド を終了させる場合は、

DIP-SWから テス ト モー ド をOFFにし て、 アンプユニ ッ ト を再起動させて く だ さい。

テス ト モー ド
DIP-SW

説明
9

有効 ON テス ト モー ドのON/OFFの設定を行った後、 ユニ ッ ト を再起動し て設定を有効にし て

く だ さい。無効 OFF

IPア ド レス テス ト モー ド

常時OFF

(本CIDRWシステムでは使用し ない)

常時OFF

(本CIDRWシステムでは使用し ない)
CIDRW システム
ユーザーズマニュアル
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 ブラウザ操作機能

WEB ブ ラウザを使用し て、 簡単にアンプユニ ッ ト の状態を確認し た り、 アンプユニ ッ ト を制御する こ

とができます。 実際に操作できる内容は以下の通り です。

・ アンプユニ ッ ト の状態確認

・ ネ ッ ト ワーク、 パスワー ドの設定

・ IDタグ との交信

・ ノ イズ測定

ブ ラウザイ ン タ フ ェースについては、 以下のページを参照し て く だ さい。

p.55
19
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 CIDRWヘ ッ ド 　 形V640-HS61/形V640-HS62

■ 形V640-HS61

■ 形V640-HS62

No. 名称 機能

1 アンテナ IDタグと交信する部分です。

2 アンテナ中心 交信領域の中心です。

3 コネク タ アンプユニ ッ ト に接続し ます。

No. 名称 機能

1 アンテナ IDタグと交信する部分です。

2 アンテナ中心 交信領域の中心です。

3 コネク タ アンプユニ ッ ト に接続し ます。

V640-HS62
CIDRW HEAD

MADE IN JAPAN
CIDRW システム
ユーザーズマニュアル
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使い方の流れ

p.24

p.27

p.33

p.37

p.38

設置する

接続する、 配線する

アンプユニ ッ ト の通信条件を設定する

上位機器との通信テス ト

IDタグ←→CIDRWシステム間の交信テス ト

周囲環境の確認

p.25

準

備

通

信

準

備

試

運

転

21
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p.40

p.72 　 エラー メ ッ セージ一覧

p.72 　 アンプユニ ッ ト の動作表示灯

p.73 　 動作チ ェ ッ ク フ ロー

実際のコ マン ド による交信テス ト

ト ラ ブルシューテ ィ ング

困った と きに...

交

信

CIDRW システム
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設 　 置 24

アンプユニ ッ ト 24

CIDRWヘ ッ ド 25

接続 ・ 配線 27

アンプユニ ッ ト 27
23
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設 　 置

 アンプユニ ッ ト

スプ リ ングワ ッ シャ と平ワ ッ シ ャ を使用し、 M4ねじ4点で取付けて く だ さい。

M4ねじ締付け ト ルクは1.2N･m以下と し て く だ さい。

取付穴加工寸法

(単位:mm)
CIDRW システム
ユーザーズマニュアル
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 CIDRWヘ ッ ド

IDタグ との交信領域は、 設置方向や周囲環境(金属、 ノ イズなど)によ り大き く 変化し ます。 交信領域を

ご確認のう え、 設置位置を決定し て く だ さい。

具体的な交信距離については、 付録の 「使用条件による特性データ」 をご覧 く だ さい。

p.93

■ CIDRWヘ ッ ド とIDタグの位置関係
どのよ う な位置関係で交信するかによ って、 交信領域が違います。

■ データの読出し と書込み
読込み時と書込み時では、 交信距離が違います。 書込み時は交信距離が短 く なるので、 読書き両方を

行う場合は、 書込み時の距離を基準に設置し て く だ さい。

取付けの向き 交信領域(イ メ ージ図) 解説

同軸取付け CIDRWヘ ッ ド とIDタグの中心線が同一線上

にある場合が、 最大交信領域と な り ます。

平行取付け CIDRWヘ ッ ドのアンテナ中心位置とIDタグ

のコ イル中心位置が同一線上にある場合が、

最大交信領域と な り ます。

垂直取付け CIDRWヘ ッ ドのアンテナ中心位置とIDタグ

の中心線が同一線上にある場合は、 交信領

域が大幅に低下し ます。
25
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■ 周囲金属の影響
交信領域の周辺に金属がある と、 その影響を受けるため交信領域が小さ く な り ます。

p.118

■ ノ イズの影響
本CIDRWシステムは、IDタグとの交信に134kHzを使用し ています。周囲にスイ ッ チング電源、 イ ンバー

タ、 サーボモータ、 モニ タ などがある と交信に悪影響を及ぼすため、 交信領域が小さ く な り ます。

ノ イズ測定コマン ド を使って、 CIDRWヘ ッ ド周辺の ノ イズ環境を調べる こ とができます。

p.52

ノ イズと交信距離の関係については、 付録をご覧 く だ さい。

p.122

■ 取付け方法
取付けにはスプ リ ングワ ッ シ ャ と平ワ ッ シ ャ を使用し、 M3ねじ4点で取付けて く だ さい。

※形V640-HS61と形V640-HS62の取付穴加工寸法は同じ です。

M3ねじ締付け ト ルクは0.6N･m以下と し て く だ さい。

取付穴加工寸法

(単位:mm)アンテナ中心

9
21±0.2

2
0
±

0
.2

アンテナ中心

9

21±0.2

2
0
±

0
.2

4-M3 OR φ3.5

4-M3 OR φ3.5
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接続 ・ 配線

アンプユニ ッ ト

■ CIDRWヘ ッ ド接続コネク タ

1. コネク タの突起と CIDRW ヘ ッ ドのケーブ

ルコネク タの溝を合わせて挿入し ます

コネク タの固定部を持って挿入し て く だ さい

2. 奥まで挿入し た ら、 コ ネ ク タ固定部を時

計回り にまわし てロ ッ ク し ます

コネク タ を取外すと き

コネク タ部を反時計回り にまわし てロ ッ ク を解除し てから、 ま っすぐに引抜いて く だ さい。

抜けに く いと きはアンプユニ ッ ト 本体を押さ えて引抜いて く だ さい。

断線や故障の原因と な り ますのでケーブルを無理に引っ張らないで く だ さい。
27
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■ Ethernetコネク タ

1. ケーブルのコ ネ ク タ部を持っ て、 アン プ

ユニ ッ ト 側のEthernet コ ネ ク タ に挿入 し

て く だ さい。

ハブおよびEthernetに接続する際は、 ロ ッ クするまで確実にコネク タ を差し込んで く だ さい。

 コネク タ

本アンプユニ ッ ト は、 Auto-MDIXの機能を搭載するため、 LANケーブルの種類(ク ロス

ケーブル、 ス ト レー ト ケーブル)に関係な く 接続および通信できます。

イーサネ ッ ト ・ コネク タのプ ラグやジ ャ ッ クの形状や寸法は ISO/IEC 8877:1992 (JIS X 5110:1996)で規定されています。

コネク タの接触不良を防止するため、 本製品のジ ャ ッ クは規格外のプ ラグが勘合できない構造にな っ ています。 市販

のプ ラグが勘合できない場合、 そのプ ラグは規格外のものである可能性があ り ます。

ネ ッ ト ワーク内にハブをご使用になられる場合は、 スイ ッ チングハブをご使用 く だ さい。 (推奨 ： 形W4S1-05B( オムロ

ン製))

ピンNo. 名称 内容 I/O

1 TX_D+ 送信データ + 出力

2 TX_D- 送信データ - 出力

3 RX_D+ 受信データ + 入力

4 － - －

5 － - －

6 RX_D- 受信データ + 入力

7 － - －

8 － - －

推奨 Ethernet HUB

メ ーカ 形式 スイ ッ チング機能 ポー ト 数

オムロン株式会社 形W4S1-05B 有り 5
CIDRW システム
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■ 電源 ・ 接地線
専用電源コネク タに電源 ・ 接地線を配線し ます。

・ 接地線は、 必ずアンプユニ ッ ト 単独で配線し て く だ さい。 接地線を他の機器と共用し た り、 建物の梁に接続する と、

悪影響を受ける こ とがあ り ます。

・ 接地点はできるだけ近 く し、 使用する接地線の長さ をできるだけ短 く し て く だ さい。

・欧州地域にて本製品(アンプユニ ッ ト )を使用する場合、アンプユニ ッ ト とDC電源間の接続ケーブルを3m以下と し て く

ださい。

専用電源コネク タ

別売りのアクセサリ形V640-A90をご用意 く だ さい。

専用電源用ケーブル

ケーブルは、 AWG20～24の電線をご使用 く だ さい

ケーブルを コネク タ用ピンに圧着する と きは、 専用の工具を使っ て く だ さい。

電源装置

※ ア ン プユニ ッ ト の消費電力の定格は、 DC24V、 150mA(形V640-HAM11-ETN-V2)、 400mA(形V640-

HAM11-L-ETN-V2) ですが、 突入電流の関係を考慮し て容量を決定し て く だ さ い。 上記推奨電源で

は、 DC24V、 650mA以上のものをご使用 く だ さい。

ア クセサリ形 V640-A90 のセ ッ ト 内容

名称 数
個別に手配される場合

メ ーカ 形式

電源コネク タ 1個 タ イ コ エレ ク ト ロニクスアンプ株式会社 1-178288-3

電源コネク タ用ピン 3本 175217-3

RS-485ポー ト 用コネク タ 1個 フエニ ッ クス ･ コ ン タ ク ト 株式会社 MSTB2.5/2-STF-5.08

※RS-485ポー ト 用コネク タは本製品では使用し ません。

圧着工具の推奨品

メ ーカ 形式

タ イ コ エレ ク ト ロニクスアンプ株式会社 919601-1

推奨 DC 電源

メ ーカ 形式 出力容量 入力電圧

オムロン株式会社 形S8VS-01524 DC24V、 650mA AC100～240V

24V+

24V-
GR

DC24V D種接地

(接地抵抗100Ω以下)

コネク タ
29
CIDRW システム
ユーザーズマニュ アル



30

第
 2

 章
接

続
・

配
線

第2章
設置と接続 ・ 配線
MEMO
CIDRW システム
ユーザーズマニュアル



第
 3
第 3 章

通信の準備
 章
通

信
の

準
備

パソ コ ンのIPア ド レスを設定する 32

アンプユニ ッ ト の通信条件を設定する 33

通信テス ト 37
31
CIDRW システム
ユーザーズマニュ アル



32

第
 3

 章
パ

ソ
コ

ン
の

IP
ア

ド
レ

ス
を

設
定

す
る

第3章
通信の準備
パソ コ ンのIPア ド レスを設定する

下表のアンプユニ ッ ト のIPア ド レス （工場出荷時） に合わせて、 パソ コ ンのIPア ド レスを設定し て く だ さい。

IPア ド レスの末尾は、 200以外の値 （1～199または201～254） に変更し ます。

0と255は使用できません。

■ アンプユニ ッ ト のIPア ド レスの初期設定

パソ コ ンのIPア ド レスの設定例 （Windows7/Windows10の場合）

1.  [コ ン ト ロールパネル]-[ネ ッ ト ワーク と イ ン ターネ ッ ト ]-[ネ ッ ト ワーク と共有セン ター ]を選択し ます。

2. [アダプ タの設置の変更] を選択し、 [ローカルエ リ ア接続] を右ク リ ッ ク し ます。

3. [ローカルエ リ ア接続] を右ク リ ッ ク し、 [プロパテ ィ ] を選択し ます。

4. [イ ン ターネ ッ ト プロ ト コルバージ ョ ン4(TCP/IPv4)] を選択し、 [プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し ます。

5. [次のIP ア ド レスを使う(S):] をチ ェ ッ ク し、 以下のよ う に設定し、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

IP ア ド レスの末尾は、 200 以外の値 （1 ～ 199 または201 ～254） に設定し て く だ さい。

0 と255 は使用できません。

6. [閉じ る] ボタ ンを ク リ ッ ク し、 [ローカルエ リ ア接続のプロパテ ィ ] 画面を閉じ ます。

設定項目 初期設定内容

IPア ド レス 192.168.1.200

サブネ ッ ト マスク 255.255.255.0
CIDRW システム
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アンプユニ ッ ト の通信条件を設定する

■ 工場出荷時のネ ッ ト ワーク設定値(IPア ド レス とサブネ ッ ト マスク)
IPア ド レス ： 192.168.1.200 　 サブネ ッ ト マスク ： 255.255.255.0 　 (ポー ト 番号 ： 7090)

上記ネ ッ ト ワーク設定値は、 DIP-SWまたは、 コ マン ド/ブ ラウザ画面から変更する こ とが可能です。

・ DIP-SWにてIPア ド レスを設定する場合、 IPア ド レスは、 「192.168.1.□□□」 に設定されます。 また、

サブネ ッ ト マスクは、 「255.255.255.0」 に固定されます。

・ 本製品はDIP-SWでIPア ド レスを設定する他に、 任意のIPア ド レスを設定する こ とができます(ROM

設定)。 DIP-SW1-5をすべてOFFで、 ROM設定のIPア ド レスが有効にな り ます。

DIP-SWでIPア ド レスを設定する
アンプユニ ッ ト 側面のDIP-SWを使っ て、 IPア ド レスを設定し ます。

DIP-SWを変更後、 再起動し て く だ さい。 再起動し ないと変更内容は反映されません。

IPア ド レス テス ト モー ド

常時OFF

(本CIDRWシステムでは使用し ない)

常時OFF

(本CIDRWシステムでは使用し ない)

IP ア ド レス

IPア ド レス
DIP-SW

1 2 3 4 5

ROM設定 OFF OFF OFF OFF OFF

192.168.1.1 ON OFF OFF OFF OFF

192.168.1.2 OFF ON OFF OFF OFF

192.168.1.3 ON ON OFF OFF OFF

192.168.1.4 OFF OFF ON OFF OFF

192.168.1.5 ON OFF ON OFF OFF

192.168.1.6 OFF ON ON OFF OFF

192.168.1.7 ON ON ON OFF OFF

192.168.1.8 OFF OFF OFF ON OFF

192.168.1.9 ON OFF OFF ON OFF

192.168.1.10 OFF ON OFF ON OFF

192.168.1.11 ON ON OFF ON OFF

192.168.1.12 OFF OFF ON ON OFF

192.168.1.13 ON OFF ON ON OFF

192.168.1.14 OFF ON ON ON OFF

192.168.1.15 ON ON ON ON OFF

IPア ド レス
DIP-SW

1 2 3 4 5

192.168.1.16 OFF OFF OFF OFF ON

192.168.1.17 ON OFF OFF OFF ON

192.168.1.18 OFF ON OFF OFF ON

192.168.1.19 ON ON OFF OFF ON

192.168.1.20 OFF OFF ON OFF ON

192.168.1.21 ON OFF ON OFF ON

192.168.1.22 OFF ON ON OFF ON

192.168.1.23 ON ON ON OFF ON

192.168.1.24 OFF OFF OFF ON ON

192.168.1.25 ON OFF OFF ON ON

192.168.1.26 OFF ON OFF ON ON

192.168.1.27 ON ON OFF ON ON

192.168.1.28 OFF OFF ON ON ON

192.168.1.29 ON OFF ON ON ON

192.168.1.30 OFF ON ON ON ON

192.168.1.31 ON ON ON ON ON
33
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WEBブ ラウザから通信条件を設定する

1. WEBブ ラウザを起動し ます。

Web ブ ラウザのア ド レス欄に リーダラ イ タのIP ア ド レスを指定する こ と で、 ブ ラウザ画面が表示されます。 工場出荷時のIP ア

ド レスでは、 http://192.168.1.200 を指定し ます

2. [設定]画面を表示し ます。

Web ブ ラウザ上の上部にある[設定] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

[設定]画面が表示されます。

http://192.168.1.200/
CIDRW システム
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3. アンプユニ ッ ト のIPア ド レスを設定し ます。

[設定]画面にある、 [IPア ド レス]、 [サブネ ッ ト マスク]の各設定を入力し、 [保存]ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

4. アンプユニ ッ ト のDIP-SW1～5をすべてOFFに設定し ます。

設定し た値は、 アンプユニ ッ ト 再起動後に反映されます。
35
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上位機器からのコマン ド によ り通信条件を設定する

ネ ッ ト ワーク設定コ マン ド で、 下記項目を設定し ます。

・ IPア ド レス

・ サブネ ッ ト マス ク

上位機器からのコマン ド による設定方法は、 第4章 「IDタグへの読書き」 の 「ネ ッ ト ワーク設定」 を参照し て く だ さい。

 p.54

ネ ッ ト ワーク設定を変更し た場合は、 アンプユニ ッ ト を再起動し て く だ さ い。 アンプユニ ッ ト の再起動後に設定値が

有効と な り ます。
CIDRW システム
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通信テス ト

上位機器との通信テス ト

上位機器と アンプユニ ッ ト が正し く 接続されているか確認し ます。

上位通信仕様については 「上位通信仕様」 を参照し て く だ さい。

 p.89

アンプユニ ッ ト に対し て、 「12345678」 とい う データ でテス ト し ます。

コマン ド コー ド
テス ト データ

CR
データ1 データ2 データ3 データ4

1 0 1 2 3 4 5 6 7 8 0Dh

終了コー ド
テス ト データ

CR
データ1 データ2 データ3 データ4

0 0 1 2 3 4 5 6 7 8 0Dh

アンプユニ ッ ト上位機器
37
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IDタグ←→CIDRWシステム間の交信テス ト

上位機器から コ マン ド を送信し、 IDタグ と正常に交信できる こ と を確認し ます。

IDタ グを通信テス ト を行 う アンプユニ ッ ト に接続されたCIDRWヘ ッ ド の交信領域内に設置し て く だ さ い。

 リー ド

アンプユニ ッ ト のページ1、 3のデータ を読出し ます。

 ラ イ ト

アンプユニ ッ ト のページ8、 10にデータ を書込みます。

正常終了時のIDタグは、 以下のよ う にな り ます。

ID タグの内容

ページ1 12h 34h 56h 78h 90h 12h 34h 56h

ページ2

ページ3 11h 22h 33h 44h 55h 66h 77h 88h

ページ4

終了ｺｰﾄﾞ ページ1 ページ3 CR

0 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 1 1 2 2 3 3 4 4 5 5 6 6 7 7 8 8 0Dh

終了コー ド CR

0 0 0Dh

ページ8 11h 22h 33h 44h 55h 66h 77h 88h

ページ9

ページ10 01h 23h 45h 67h 89h ABh CDh EFh

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0

2進数表記

コ マン ド コー ド ページ指定 CR

0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 4 0Dh

コマン ド

コー ド
ページ指定 ページ8のデータ ページ10のデータ CR

0 2 0 0 0 0 0 0 0 A 0 0 1 1 2 2 3 3 4 4 5 5 6 6 7 7 8 8 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F 0Dh

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2進数表記
CIDRW システム
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リー ド 41

ラ イ ト 42

同一ラ イ ト 44

バイ ト ラ イ ト 45

テス ト 46

NAK 47

パラ メ ータ取得 47

最終コ マン ド取得 51

交信履歴取得 51

交信履歴ク リ ア 52

ノ イズ測定 52

リ セ ッ ト 52

WEBパスワー ド設定 53
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39
CIDRW システム
ユーザーズマニュ アル



40

第
 4

 章
コ

マ
ン

ド
/
レ

ス
ポ

ン
ス

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

第4章
IDタグへの読書き
コマン ド/レスポンスフ ォーマ ッ ト

コマン ド

コ マン ド コー ド一覧

終了コー ド一覧

コ マン ド

コマン ド コー ド
パラ メ ータ

CR
1 ・ ・ ・ n

0Dh

レスポンス

終了コー ド
パラ メ ータ

CR
1 ・ ・ ・ n

0Dh

名称 値 内容 参照

リー ド 0100 コマン ド受信時にIDタグと交信し、 指定し たページのデータ を読出し ます。 最大16

ページまでの任意のページを指定可能です。

p.41

ラ イ ト 0200 コマン ド受信時にIDタグと交信し、 指定し たページにデータ を書込みます。 最大16

ページﾞまでの任意のページを指定可能です。

p.42

同一ラ イ ト 0300 コマン ド受信時にIDタグと交信し、 指定し たページにページ単位の同一データ を書込

みます。 IDタグの最大ページ数である17ページまでを指定可能です。

p.44

バイ ト ラ イ ト 0400 コマン ド受信時にIDタグと交信し、 先頭ア ド レス とバイ ト 数で指定し たエ リ アにデー

タ を書込みます。 バイ ト 数は最大128バイ ト まで指定可能です。

p.45

テス ト 10 受信し たデータ を上位機器へそのまま送信し ます。 p.46

NAK 12 直前のレスポンスを再送し ます。 p.47

パラ メ ータ取得 14 形式やMACア ド レスなどの値を取得し ます。 p.47

最終コマン ド取得 15 直前に実行し たコ マン ド コー ド を取得し ます。 p.51

交信履歴取得 16 電源ON後からの交信履歴(累計交信回数、 累計交信成功回数、 累計交信失敗回数)を取

得し ます。

p.51

交信履歴ク リ ア 17 交信履歴情報を ク リ ア し ます。 p.52

ノ イズ測定 40 CIDRWヘ ッ ド周囲の ノ イズを測定し ます。 p.52

リ セ ッ ト 7F アンプユニ ッ ト を リ セ ッ ト し ます。 p.52

WEBパスワー ド設定 A2 WEB用パスワー ド を設定し ます。 p.53

ネ ッ ト ワーク設定 A3 ネ ッ ト ワーク設定を行います。 p.54

種別 終了コー ド 名称 説明

正常終了 00 正常終了 コマン ド実行が正常に終了し た場合

上位通信エラー 14 フ ォーマ ッ ト エラー コマン ドのフ ォーマ ッ ト に誤りがある

( コマン ド コー ドが未定義、 ページやア ド レス指定が不適当など)

交信エラー 70 交信エラー IDタグとの交信途中に ノ イズなどの障害が発生し、 正常に交信完了

できない場合

71 ベリ フ ァ イエラー IDタグに正しいデータが書込めない場合

72 IDタグ不在エラー CDRWヘ ッ ドの前にIDタグが存在し ないか、 周囲環境(ノ イズなど)に

よ りCIDRWヘ ッ ドがIDタグを検知できない場合

7B ラ イ ト 領域外エラー リー ドは可能だが、 ラ イ ト が不可能な領域にIDタグがあってラ イ ト

が正常完了し ない

7E IDシステムエラー (1) IDタグがコマン ドの処理を実行できない状態の場合

7F IDシステムエラー (2) 使用対象外のIDタグを使用し た場合

CPUのハー ド

異常

9A CPU内部のハー ド

ウ ェ ア異常
EEPROMへの書込みでエラーが発生し た場合
CIDRW システム
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第4章
IDタグへの読書き
■ リー ド
IDタグの任意ページのデータ を読出し ます。 一度に読出し できる最大ページ数は16ページです。

　 IDタグのメ モ リ マ ッ プ p.123

終了コー ド(正常時 ： 00)と、 指定し たページのデータ をページ番号の小さいものから順に返信し ます。

例 ： アンプユニ ッ ト のページ1、 3のデータ を読出す

1ページ しか持っていないIDタグに対し て、 1～2ページ指定のリー ド コ マン ド を実行する と2ページ目の値がオール0と

な り正常終了(00)と な り ます。

パラ メ ータ解説

パラ メ ータ 説明

ページ指定 読出し対象のページに対応するビ ッ ト を1、 それ以外のビ ッ ト を0と し、 その文字列を16進数の値

に変換し、 指定し ます。

終了コー ド

読出しデータ

CRページn
・ ・ ・

ページm(n<m)

データ1 ・ ・ ・ データ8 データ1 ・ ・ ・ データ8

0 0 0Dh

ID タグの内容

ページ1 12h 34h 56h 78h 90h 12h 34h 56h

ページ2

ページ3 11h 22h 33h 44h 55h 66h 77h 88h

ページ4

終了ｺｰﾄﾞ ページ1 ページ3 CR

0 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 1 1 2 2 3 3 4 4 5 5 6 6 7 7 8 8 0Dh

ビ ッ ト 7 ～ 0 7 ～ 3 2 1 0 7 6 ～ 1 0 7 6 ～ 2 1 0

ページ Sys ～ Sys Sys ～ Sys 17 16 15 14 13 ～ 8 7 6 5 ～ 1 Sys Sys

指定 0* 0* 0* 0* 0* 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 ･･･ 0/1 0/1 0/1 0/1 ･･･ 0/1 0* 0*

値 00 00～07 00～FF 00～FC

*必ず0を指定し て く だ さい。 1を指定する と エラー (終了コー ド:14)にな り ます。

コ マン ド コー ド ページ指定(8文字) CR

0 1 0 0 0Dh

コ マン ド コー ド ページ指定 CR

0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 4 0Dh

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0

2進数表記
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第4章
IDタグへの読書き
■ ラ イ ト
ID タ グにページ単位でデータ を書込みます。 ページは任意に指定できます。 一度に書き込可能なペー

ジ数は最大16ページです。

　 IDタグのメ モ リ マ ッ プ p.123

終了コー ド(正常時 ： 00)を返信し ます。

パラ メ ータ解説

パラ メ ータ 説明

ページ指定 書込み対象のページに対応するビ ッ ト を1、 それ以外のビ ッ ト を0と し、 その文字列を16進数の値

に変換し、 指定し ます。

書込みデータ 指定し たページに書込むデータ を、 ページ番号の小さいものから順に指定し ます。

終了コー ド CR

0 0 0Dh

コマン ド

コー ド
ページ指定(8文字)

書込みデータ

CRページn ・ ・ ・ ページm(n<m)

データ1 ・ ・ ・ データ8 データ1 ・ ・ ・ データ8

0 2 0 0 0DH

ビ ッ ト 7 ～ 0 7 ～ 3 2 1 0 7 6 ～ 1 0 7 6 ～ 2 1 0

ページ Sys ～ Sys Sys ～ Sys 17 16 15 14 13 ～ 8 7 6 5 ～ 1 Sys Sys

指定 0* 0* 0* 0* 0* 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 ･･･ 0/1 0/1 0/1 0/1 ･･･ 0/1 0* 0*

値 00 00～07 00～FF 00～FC

*必ず0を指定し て く だ さい。 1を指定する と エラー (終了コー ド:14)にな り ます。
CIDRW システム
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第4章
IDタグへの読書き
例 ： アンプユニ ッ ト のページ8、 10にデータ を書込む

正常終了時のIDタグは、 以下のよ う にな り ます。

終了コー ド CR

0 0 0Dh

ページ8 11h 22h 33h 44h 55h 66h 77h 88h

ページ9

ページ10 01h 23h 45h 67h 89h ABh CDh EFh

コマン ド

コー ド
ページ指定 ページ8のデータ ページ10のデータ CR

0 2 0 0 0 0 0 0 0 A 0 0 1 1 2 2 3 3 4 4 5 5 6 6 7 7 8 8 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F 0Dh

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 02進数表記
43
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第4章
IDタグへの読書き
■ 同一ラ イ ト
IDタグの複数のページに、 同一データ を書込みます。

任意のページを指定できます。

　 IDタグのメ モ リ マ ッ プ p.123

終了コー ド(正常時 ： 00)を返信し ます。

例 ： アンプユニ ッ ト のページ1～17をすべて0ク リ アする

パラ メ ータ解説

パラ メ ータ 説明

ページ指定 書込み対象のページに対応するビ ッ ト を1、 それ以外のビ ッ ト を0と し、 その文字列を16進数の値

に変換し、 指定し ます。

書込みデータ 書込みデータ を指定し ます。

終了コー ド CR

0 0 0Dh

終了コー ド CR

0 0 0Dh

コ マン ド コー ド ページ指定(8文字)
書込みデータ

CR
データ1 ・ ・ ・ データ8

0 3 0 0 0DH

ビ ッ ト 7 ～ 0 7 ～ 3 2 1 0 7 6 ～ 1 0 7 6 ～ 2 1 0

ページ Sys ～ Sys Sys ～ Sys 17 16 15 14 13 ～ 8 7 6 5 ～ 1 Sys Sys

指定 0* 0* 0* 0* 0* 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 ･･･ 0/1 0/1 0/1 0/1 ･･･ 0/1 0* 0*

値 00 00～07 00～FF 00～FC

*必ず0を指定し て く だ さい。 1を指定する と エラー (終了コー ド:14)にな り ます。

コマン ド

コー ド
ページ指定 書込みデータ CR

0 3 0 0 0 0 0 7 F F F C 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0Dh

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 02進数表記
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第4章
IDタグへの読書き
■ バイ ト ラ イ ト
IDタグに指定し たア ド レスから任意のバイ ト 数のデータ を書込みます。

一度に書込みが可能なバイ ト 数は最大128バイ ト です。

*データ数n=書込みバイ ト 数(2文字単位)

　 IDタグのメ モ リ マ ッ プ p.123

終了コー ド(正常時 ： 00)を返信し ます。

例 ： アンプユニ ッ ト のア ド レス05hから2バイ ト 分にデータ を書込む場合

正常終了時のIDタグのデータは、 以下のよ う にな り ます。

コマン ド コー ド
先頭ア ド

レス

書込みデータ*
CR

データ1 ･･･ データn

0 4 0 0 0Dh

パラ メ ータ解説

パラ メ ータ 説明

先頭ア ド レス 00h～87hの範囲で指定できます。

書込みデータ 指定し たア ド レスから最大128バイ ト まで書込みデータ を指定できます。

終了コー ド CR

0 0 0Dh

コマン ド コー ド 先頭ア ド レス
書込みデータ

CR
データ1 データ2

0 4 0 0 0 5 1 2 3 4 0Dh

終了コー ド CR

0 0 0Dh

ページ1 12h 34h

ページ2
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第4章
IDタグへの読書き
■ テス ト
上位機器と アンプユニ ッ ト 間の通信テス ト を行います。

アンプユニ ッ ト はテス ト コ マン ド を受信する と、 終了コー ド と コ マン ドのテス ト データ をレスポンス

と し て上位機器へ送信し ます。

*データ数n＜136(2文字単位)

終了コー ド(正常時 ： 00)と受信し たテス ト データ を返信し ます。

例 ： アンプユニ ッ ト に対し て、 「12345678」 とい う データ でテス ト する

コマン ド コー ド
テス ト データ*

CR
データ1 ･･･ データn

1 0 0Dh

パラ メ ータ解説

パラ メ ータ 説明

テス ト データ テス ト 送信するデータ を16進数の値で指定し ます。 (最大270文字)

ただ し、 奇数文字数は使用できません。

終了コー ド
テス ト データ

CR
データ1 ･･･ データn

0 0 0Dh

コマン ド コー ド
テス ト データ

CR
データ1 データ2 データ3 データ4

1 0 1 2 3 4 5 6 7 8 0Dh

終了コー ド
テス ト データ

CR
データ1 データ2 データ3 データ4

0 0 1 2 3 4 5 6 7 8 0Dh
CIDRW システム
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第4章
IDタグへの読書き
■ NAK
直前のレスポンスを再送し ます。

直前のレスポンスを再送し ます。

起動直後にNAKコ マン ド を実行する と レスポンスは返ってきません。

■ パラ メ ータ取得
形式やフ ァームウ ェ アバージ ョ ンなどの値を取得し ます。

終了コー ド(正常時 ： 00)と受信し たパラ メ ータ値を返信し ます。

* 「パラ メ ータ値」 はコマン ド で指定するパラ メ ータ種別によ って内容/長さが変わり ます。

コ マン ド コー ド CR

1 2 0Dh

コマン ド コー ド パラ メ ータ種別 CR

1 4 0Dh

パラ メ ータ解説

パラ メ ータ 値 説明

パラ メ ータ種別 01 形式

02 フ ァームウ ェ アバージ ョ ン

03 MACア ド レス

10 DIP-SWの有効/無効状態

11 DIP-SW設定のIPア ド レス

12 DIP-SW設定のサブネ ッ ト マスク

13 ROM設定のIPア ド レス

14 ROM設定のサブネ ッ ト マスク

20 メ モ リ状態

21 CIDRWヘ ッ ド接続状態

終了コー ド パラ メ ータ値 CR

0 0 0Dh
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第4章
IDタグへの読書き
例1 ： アンプユニ ッ ト の形式を取得する

製品の形式をASCII文字列で返信し ます。

例2 ： アンプユニ ッ ト のフ ァームウ ェ アバージ ョ ンを取得する

終了コー ド(正常時 ： 00)と製品のフ ァームウ ェ アバージ ョ ンを10進数表記4桁で返信し ます。

*フ ァームウ ェ アバージ ョ ン 「1.00」 の場合のレスポンスです。

例3 ： アンプユニ ッ ト のMACア ド レスを確認する

終了コー ド(正常時 ： 00)と アンプユニ ッ ト のMACア ド レスを返信し ます。

*MACア ド レスが 「00:1F:16:1A:B9:8E」 の場合のレスポンスです。

例4 ： アンプユニ ッ ト のDIP-SWによるネ ッ ト ワーク設定の有効/無効状態を確認する

終了コー ド(正常時 ： 00)とDIP-SWによるネ ッ ト ワーク設定の有効/無効状態を返信し ます。

*DIP-SW設定が有効の場合のレスポンスです。 無効時は"00"と な り ます。

コマン ド コー ド パラ メ ータ種別 CR

1 4 0 1 0Dh

終了コー ド 形式 CR

0 0 V 6 4 0 - H A M 1 1 - E T N 0Dh

コマン ド コー ド パラ メ ータ種別 CR

1 4 0 2 0Dh

コマン ド コー ド パラ メ ータ種別 CR

1 4 0 3 0Dh

終了コー ド MACア ド レス CR

0 0 0 0 1 F 1 6 1 A B 9 8 E 0Dh

コマン ド コー ド パラ メ ータ種別 CR

1 4 1 0 0Dh

終了コー ド DIP-SW 有効/無効 CR

0 0 0 1 0Dh

終了コー ド フ ァームウ ェ アバージ ョ ン CR

0 0 0 1 0 0 0Dh

メ ジ ャーバージ ョ ン マイナーバージ ョ ン
CIDRW システム
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第4章
IDタグへの読書き
例5 ： アンプユニ ッ ト のDIP-SWで設定されているIPア ド レスを確認する

終了コー ド(正常時 ： 00)とDIP-SWで設定されているIPア ド レスの値(10進表記、 3桁×4オク テ ッ ト )を返

信し ます。

*DIP-SWで設定されているIPア ド レスが 「192.168.1.20」 の場合のレスポンスです。

*DIP-SWによるネ ッ ト ワーク設定が無効に設定されている場合は下記のレスポンス と な り ます。

例6 ： アンプユニ ッ ト のDIP-SWによるサブネ ッ ト マス ク を確認する

終了コー ド(正常時 ： 00)とサブネ ッ ト マス ク を(10進表記、 3桁×4オク テ ッ ト )を返信し ます。

*DIP-SWによるネ ッ ト ワーク設定の有効/無効に関わらず、 常に 「255.255.255.0」 固定と な り ます。

例7 ： ROM設定のIPア ド レスを確認する

終了コー ド(正常時 ： 00)とROM設定のIPア ド レスの値(10進表記、 3桁×4オク テ ッ ト )を返信し ます。

*ROM設定のIPア ド レスが 「192.168.1.200」 の場合のレスポンスです。

コマン ド コー ド パラ メ ータ種別 CR

1 4 1 1 0Dh

コマン ド コー ド パラ メ ータ種別 CR

1 4 1 2 0Dh

コマン ド コー ド パラ メ ータ種別 CR

1 4 1 3 0Dh

終了コー ド IPア ド レス(DIP-SW) CR

0 0 1 9 2 1 6 8 0 0 1 0 2 0 0Dh

第1オクテ ッ ト 第2オクテ ッ ト 第3オク テ ッ ト 第4オク テ ッ ト

終了コー ド IPア ド レス(DIP-SW) CR

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0Dh

第1オク テ ッ ト 第2オク テ ッ ト 第3オク テ ッ ト 第4オク テ ッ ト

終了コー ド サブネ ッ ト マスク(DIP-SW) CR

0 0 2 5 5 2 5 5 2 5 5 0 0 0 0Dh

第1オクテ ッ ト 第2オクテ ッ ト 第3オク テ ッ ト 第4オク テ ッ ト

終了コー ド IPア ド レス(DIP-SW) CR

0 0 1 9 2 1 6 8 0 0 1 2 0 0 0Dh

第1オクテ ッ ト 第2オクテ ッ ト 第3オク テ ッ ト 第4オク テ ッ ト
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第4章
IDタグへの読書き
例8 ： ROM設定のサブネ ッ ト マスク を確認する

終了コー ド(正常時 ： 00)とサブネ ッ ト マス ク を(10進表記、 3桁×4オク テ ッ ト )を返信し ます。

*ROM設定のサブネ ッ ト マスクが 「255.255.255.0」 の場合のレスポンスです。

例9 ： アンプユニ ッ ト のメ モ リ状態を取得する

終了コー ド(正常時 ： 00)と製品の内部メ モ リ(EEPROM)のデータの正常性確認結果を返信し ます。

*メ モ リ状態は、 異常時は"00"、 正常時"01"と な り ます。

例10 ： アンプユニ ッ ト のCIDRWヘ ッ ド接続状態を取得する

終了コー ド(正常時 ： 00)とCIDRWヘ ッ ド接続状態確認結果を返信し ます。

*CIDRWヘ ッ ド接続状態は、 異常時は"00"、 正常時"01"と な り ます。

コマン ド コー ド パラ メ ータ種別 CR

1 4 1 4 0Dh

コマン ド コー ド パラ メ ータ種別 CR

1 4 2 0 0Dh

終了コー ド メ モ リ状態 CR

0 0 0Dh

コマン ド コー ド パラ メ ータ種別 CR

1 4 2 1 0Dh

終了コー ド CIDRWヘッ ド接続状態 CR

0 0 0Dh

終了コー ド サブネ ッ ト マスク(DIP-SW) CR

0 0 2 5 5 2 5 5 2 5 5 0 0 0 0Dh

第1オクテ ッ ト 第2オクテ ッ ト 第3オク テ ッ ト 第4オク テ ッ ト
CIDRW システム
ユーザーズマニュアル



第
 4

 章
コ

マ
ン

ド
/
レ

ス
ポ

ン
ス

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

第4章
IDタグへの読書き
■ 最終コ マン ド取得
直前に実行し たコ マン ド コー ド を取得し ます。

直前に実行し たコ マン ド コー ド を返信し ます。

＜直前に実行し たコマン ドがある場合＞

* 「コ マン ド コー ド」 は、 2文字または4文字で表示されます。

＜直前に実行し たコマン ドがない場合＞

■ 交信履歴取得
電源ON後からの交信履歴(累計交信回数、 累計交信成功回数、 累計交信失敗回数)を取得し ます。

電源ON後からの交信履歴(累計交信回数、 累計交信成功回数、 累計交信失敗回数)をそれぞれ16進数表

記4桁で返信し ます。

累計実行回数が65535回を超えた場合、 すべての履歴情報はリ セ ッ ト され0回にな り ます。

例1 ： アンプユニ ッ ト の交信履歴を取得する

＜累計交信回数32000回、 累計交信成功回数30000回、 累計交信失敗回数2000回の場合＞

コ マン ド コー ド CR

1 5 0Dh

終了コー ド コ マン ド コー ド CR

0 0 0Dh

終了コー ド コマン ド コー ド CR

0 0 0 0 0Dh

コ マン ド コー ド CR

1 6 0Dh

終了コー ド 累計交信回数 累計交信成功回数 累計交信失敗回数 CR

0 0 0Dh

コマン ド コー ド CR

1 6 0Dh

終了コー ド 累計交信回数 累計交信成功回数 累計交信失敗回数 CR

0 0 7 D 0 0 7 5 3 0 0 7 D 0 0Dh
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第4章
IDタグへの読書き
■ 交信履歴ク リ ア
交信履歴情報を ク リ ア し ます。

■ ノ イズ測定
CIDRWヘ ッ ド周辺の ノ イズ環境を測定し、 ノ イズレベルを"00"～"99"の数値で表し ます。

終了コー ド(正常時 ： 00)と ノ イズレベル"00"～"99"を返信し ます。

交信距離に与える周囲ノ イズの影響

p.122

■ リ セ ッ ト
アンプユニ ッ ト の処理をすべて停止し、 初期状態に戻し ます。

このコ マン ド にレスポンスはあ り ません。

コ マン ド コー ド CR

1 7 0Dh

終了コー ド CR

0 0 0Dh

コ マン ド コー ド CR

4 0 0Dh

終了コー ド ノ イズレベル CR

0 0 0Dh

コ マン ド コー ド CR

7 F 0Dh
CIDRW システム
ユーザーズマニュアル



第
 4

 章
コ

マ
ン

ド
/
レ

ス
ポ

ン
ス

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

第4章
IDタグへの読書き
■ WEBパスワー ド設定
WEB用パスワー ド を設定し ます。 パスワー ド を設定し た場合、 ブ ラウザ画面を開いた と きにパスワー

ド 入力を求める画面が表示されます。

＜パスワー ド未設定時＞

*パスワー ド に使用できる文字は、 数字の0～9、 アルフ ァベ ッ ト のa～z、 A～Zのみです。

上記以外の文字を含む場合は14エラーと な り ます。

*パスワー ド長が1文字～16文字でない場合は14エラーと な り ます。

＜パスワー ド無効化時＞

アンプユニ ッ ト の故障の原因にな り ますので、 本コ マン ド を送信し た後、 アンプユニ ッ ト から レスポンスが返っ て く

るまでの間は、 絶対にアンプユニ ッ ト の電源をOFFし ないよ う ご注意 く だ さい。

設定し た値は、 アンプユニ ッ ト 再起動後に反映されます。

コ マン ド コー ド パスワー ド(1文字～16文字) CR

A 2 0Dh

コ マン ド コー ド CR

A 2 0Dh

終了コー ド CR

0 0 0Dh
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第4章
IDタグへの読書き
■ ネ ッ ト ワーク設定
ROM設定のIPア ド レス、 サブネ ッ ト マスク を設定し ます。

*EEPROMへの書込みエラーが発生し た場合は、 9Aエラーが返信されます。

アンプユニ ッ ト の故障の原因にな り ますので、 本コ マン ド を送信し た後、 アンプユニ ッ ト から レスポンスが返っ て く

るまでの間は、 絶対にアンプユニ ッ ト の電源をOFFし ないよ う ご注意 く だ さい。

設定し た値は、 アンプユニ ッ ト 再起動後に反映されます。

コ マン ド コー ド パラ メ ータ種別 第1オク テ ッ ト 第2オク テ ッ ト 第3オク テ ッ ト 第4オクテ ッ ト CR

A 3 0Dh

パラ メ ータ解説

パラ メ ータ 説明

種別 IPア ド レス設定時 ： 00

サブネ ッ ト マスク設定時 ： 01

第1オク テ ッ ト

～第4オク テ ッ ト

設定するア ド レスを10進表記、 3桁×4オク テ ッ ト のフ ォーマ ッ ト で指定し ます。

終了コー ド CR

0 0 0Dh
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ブ ラウザ操作画面 56

画面構成 57
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第5章
ブラウザイ ン タ フ ェース
ブ ラウザ操作画面

ブ ラウザによ り アンプユニ ッ ト を操作する場合は、 Ethernet接続し てパソ コ ンのブ ラウザを起動し、 URLにア

ンプユニ ッ ト のIPア ド レスを指定する こ と でブ ラウザ画面が表示されます。

最初に表示される画面は 「ステータ ス画面」 と な り ます(ただ し、 "WEBパスワー ド"が設定されている と、 「パ

スワー ド入力画面」 と な り ます)。

画面上部に他の画面へ移動するためのメ ニューボタ ンがあ り ます。 他画面へ移動する場合は、 各メ ニューボ

タ ンを ク リ ッ ク し ます。

ブラウザイン タ フ ェース と同等機能のWindowsアプ リケーシ ョ ン 「V640 Utility Tool」 を使用する こ とができます。

「V640 Utility Tool」 は、 当社ホームページ(https://www.fa.omron.co.jp/products/family/1474/)からダウンロード し て く ださ

い。 なお、 「V640 Utility Tool」 を利用する場合、 Javaプラグインは必要あり ません。

【注意事項】

・ Web ブ ラウザをご使用になるには下記の動作環境が必要と な り ます。

アンプユニ ッ ト のフ ァームウェ アバージ ョ ン とJREバージ ョ ンの組合せでWEBブラウザが使用できない場合があり ます。

上表を参照し、 使用し ているアンプユニ ッ ト に適し たバージ ョ ンのJavaを使用し て く だ さい。

Javaソ フ ト ウ ェ アは、https://www.oracle.com/java/technologies/downloads/archive/ からダウンロー ド する こ

とが可能です。 （URL は2022年10月現在のもので今後変わる可能性があ り ます）

(Java及びその他のJavaを含む商標は、 Oracle Corporation またはその関連会社の登録商標です。 )

・ ブ ラウザ画面を起動する前に、 アンプユニ ッ ト がター ミ ナルソ フ ト 等からのコ マン ド を実行し ていない(ア

ンプユニ ッ ト がアイ ド リ ング状態)である こ と を確認し て く だ さい。 ター ミ ナルソ フ ト 等から コ マン ド を実

行し ている最中にブ ラウザ画面を起動する と、 ター ミ ナルソ フ ト 、 またはブ ラウザ画面から送信される コ

マン ド に対し て応答し ない場合があ り ます。

・一度にアクセスでき るブ ラウザの数は1つのみです。"ブ ラウザA"がアンプユニ ッ ト 接続し ている最中に、別

の"ブ ラウザB"から アンプユニ ッ ト へア クセス し た場合、 制御権は"ブ ラウザB"へ移り ます。

ブ ラウザ画面表示までの手順

1. 上位機器と アンプユニ ッ ト をLANケーブルで接続し ます。

2. アンプユニ ッ ト の電源を入れます。

3. 上位機器側のブ ラウザ(Internet Explorerなど)を起動し ます。

4. URL欄にアンプユニ ッ ト のIPア ド レスを入力し ます。

5. ブ ラウザ画面が表示されます。

・Windows 7/Windows 8.1/Windows 10 　 Internet Explorer8 以上

・フ ァームウ ェ アバージ ョ ン とJRE バージ ョ ンの組み合わせ

JREバージ ョ ン

Java 5 Java 6 Java 7

Java 8

～Update64
Update65～

Update201
Update211～*1

Ver1.00 ○ ○ ○ ○ ×*2 ×*2

Ver1.01 × ○ ○ ○ ○ ○

○ ： 接続可能 　 × ： 接続不可

*1. Java8のUpdate211 （2019年4月16日リ リ ース） 以降では商用ラ イセンスが必要と な り ます。

*2. Java8Update65 （2015年10月20日リ リース） 以降では接続できません。

アンプユニ ッ ト の
フ ァームウ ェ アバージ ョ ン
CIDRW システム
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画面構成

表示言語切り替えボタ ン

メ ニューボタ ン

アンプユニ ッ ト のIPア ド レス

メ イ ン画面
57
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第5章
ブラウザイ ン タ フ ェース
パスワー ド入力画面

アンプユニ ッ ト に"WEBパスワー ド "が設定されている場合、 ブ ラウザ画面起動時には 「パスワー ド入

力画面」 が表示されます。 本画面で設定されている正しいパスワー ド を入力し 「OK」 ボタ ンを ク リ ッ

クする と 「ステータ ス画面」 が表示されます。

パスワー ド に使用できる文字は、 "a～z"、 "A～Z"、 および"0～9"です。
CIDRW システム
ユーザーズマニュアル
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ブ ラウザイ ン タ フ ェース
パスワー ド入力に失敗する と、 以下の画面が表示されます。

「再試行」 ボタ ンを ク リ ッ クする と、 再度 「パスワー ド入力画面」 が表示されます。
59
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ブラウザイ ン タ フ ェース
ステータ ス画面
「ステータ ス画面」 ではアンプユニ ッ ト の形式やフ ァームウ ェ アバージ ョ ン、 Macア ド レスなどの情報を

確認する こ とができます。 画面上部にある 「更新」 ボタ ンを ク リ ッ クする と、 画面内の表示(最新交信

情報欄、 交信履歴欄、 H/W 状態欄)を再読込み/再表示し ます。

①

②

③

④

⑤

交信ボタ ン
CIDRW システム
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① アンプユニ ッ ト 情報

② ネ ッ ト ワーク設定情報

③ 最終コ マン ド情報

④ 交信履歴情報

⑤ ハー ド ウ ェ ア情報

項目 説明 備考

形式 商品形式が表示されます。

フ ァームウ ェ アバージ ョ ン フ ァームウ ェ アバージ ョ ンが表示されます。

MACア ド レス MACア ド レスが表示されます。

DIP-SW IPア ド レスの設定が"DIP-SWでの設定"に設定されている場合は、

"Enabled(有効)"、 "ROM設定"の場合は"Disabled(無効)"と表示されます。

項目 説明 備考

ネ ッ ト ワーク設定(DIP) IPア ド レスの設定が"DIP-SWでの設定"に設定されている場合、 本項

目が青字にな り、 アンプユニ ッ ト の 「IPア ド レス/サブネ ッ ト マスク」

が表示されます。

"DIP-SWでの設定"に設

定されていない場合は、

グレー色にな り ます。
IPア ド レス

サブネ ッ ト マスク

ネ ッ ト ワーク設定(ROM) IPア ド レスの設定が"ROM設定"に設定されている場合、 本項目が青字

にな り、 アンプユニ ッ ト の 「IPア ド レス/サブネ ッ ト マスク」 が表示

されます。

"ROM設定"に設定され

ていない場合は、 グ

レー色にな り ます。
IPア ド レス

サブネ ッ ト マスク

項目 説明 備考

最新交信情報 最後に実行し た"コマン ド コー ド"と、 最後にアンプユニ ッ ト が応答し

た"終了コー ド"が表示されます。

アンプユニ ッ ト 起動直

後など、 実行し たコ マ

ン ドが無い場合は空欄

にな り ます。

コ マン ド コー ド

レスポンスコー ド

項目 説明 備考

交信履歴 IDタグとの交信履歴情報が表示されます。

累計 コマン ド実行回数(累計)

交信成功回数 交信成功回数(累計)

交信失敗回数 交信失敗回数(累計)

項目 説明 備考

H/W 状態 ハー ド ウ ェ アの状態を表示し ます。 正常時は"OK"と表示さ

れます。メ モ リ 起動時にチ ェ ッ ク し た メ モ リ異常を検知する と"Error"と表示されま

す。

アンテナ アンプユニ ッ ト に接続されているCIDヘ ッ ド に異常(またはヘ ッ ド未接

続)を検知する と"Error"と表示されます。
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第5章
ブラウザイ ン タ フ ェース
設定画面
「設定画面」 では、 アンプユニ ッ ト の"ネ ッ ト ワーク設定(IPア ド レス/サブネ ッ ト マス ク)"、 "WEBパス

ワー ド"を設定する こ とができます。 設定し た値は、 アンプユニ ッ ト 再起動後に反映されます。

"WEBパスワー ド "欄を空にし て 「保存」 ボタ ンを ク リ ッ クする と、 "WEBパスワー ド "がク リ ア され、

以降は"WEBパスワー ド "入力無 し にブ ラ ウザイ ン タ フ ェ ース を ご利用頂 く こ とが可能 と な り ます。

"WEBパスワー ド"に使用でき る文字は、 "a～z"、 "A～Z"、 および"0～9"です。

アンプユニ ッ ト の故障の原因にな り ますので、 Save ボタ ンを ク リ ッ ク し た後、 アンプユニ ッ ト から レスポンスが返っ

て く るまでの間は、 絶対にアンプユニ ッ ト の電源をOFFし ないよ う ご注意 く だ さい。

IPア ド レス/サブネ ッ ト マスク設定欄

WEBパスワー ド設定欄
CIDRW システム
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ブ ラウザイ ン タ フ ェース
コマン ド画面
「コ マン ド画面」 では、 IDタ グとの交信を実行する こ とができます。 「コ マン ド画面」 内には"CID R/W"

と"V640コ マン ド"の2つの機能があ り、 それぞれタ ブによ っ て切り替え可能です。

CIDR/W V640 コ マン ド
63
CIDRW システム
ユーザーズマニュ アル



64

第
 5

 章
画

面
構

成

第5章
ブラウザイ ン タ フ ェース
CIDRW
"CID R/W"では、 "オフセ ッ ト "、 "長さ"、 および"CIDの最大長"の3つのパラ メ ータ を指定し てIDタグ

とのリー ド/ラ イ ト を実行する こ とができます。ラ イ ト を実行する場合には"書き込みデータ"も指定す

る必要があ り ます。

書き込みデータ指定エ リ ア

送受信結果表示エ リ ア

リー ド実行ボタ ン

ラ イ ト 実行ボタ ン

繰 り 返し実行する場合、

チ ェ ッ ク し ます。
CIDRW システム
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ブ ラウザイ ン タ フ ェース
例えば、 「オフセ ッ ト =0、 長さ =16、 CIDの最大長=16」 と し て 「CID リー ド」 を実行する と以下のよ う

な結果が得られます。

"CID R/W"では、 IDタグに読み出すデータ/書き込むデータ と し て 「Visible ASCII」 しか扱う こ とができ

ないため、 「CIDリー ド」 実行時に 「Visible ASCII」 以外の文字が検出される と、 その文字を"*"(アス タ

リ スク)に変換し て表示し ます。

項目 説明 備考

オフセ ッ ト CIDオフセ ッ ト 値を0～15(byte)の値で指定し ます。

長さ CID長を1～16(byte)の値で指定し ます。

CIDの最大長 最大CID長を1～16(byte)の値で指定し ます。

書き込みデータ 書き込みデータ を"Length"で指定し た文字数だけ指定し ます。 「Visible ASCII」 文字(制御

文字以外)のみ指定可能

送信データ

受信データ終了コー ド

アンプユニ ッ ト に対し て

送信し たコ マン ド

「Visible ASCII」 以外の文字は

"＊"に変換し、 表示し ます。
65
CIDRW システム
ユーザーズマニュ アル



66

第
 5

 章
画

面
構

成

第5章
ブラウザイ ン タ フ ェース
V640コマン ド
"V640 コ マン ド " では、 「リ ー ド」 も し く は 「ラ イ ト 」 をアンプユニ ッ ト のコ マン ド フ ォーマ ッ ト に従

い、 実行する こ とができます。

Read/Write指定エ リ ア

書き込みデータ指定エ リ ア

OK/NG表示エ リ ア

ページ指定エ リ ア

繰り返し実行する場合、

チ ェ ッ ク し ます。

コ マン ド実行ボタ ン
CIDRW システム
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ブ ラウザイ ン タ フ ェース
■ Read/Write 指定エ リ ア
"Read/Write指定エ リ ア"では、 プルダウン メ ニューよ り 「リー ド」 も し く は 「ラ イ ト 」 を選択し ます。

■ OK/NG表示エ リ ア
"OK/NG表示エ リ ア"では、 「リー ド」 も し く は 「ラ イ ト 」 コ マン ドの実行結果を 「交信成功(OK)」 また

は 「交信失敗(NG)」 で表示し ます。 また、 「NG」 時には、 そのNG内容を表示し ます。

交信成功時

交信失敗時
67
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ブラウザイ ン タ フ ェース
■ ページ指定エ リ ア
「リー ド」 も し く は 「ラ イ ト 」 処理ページ番号をチ ェ ッ クボ ッ クスにて指定し ます。

■ 書き込みデータ指定エ リ ア
「ラ イ ト 」 処理時、 ID タグへ書き込む書き込みデータ を16進数文字列で指定し ます。 「ページ指定」 で

指定し た処理ページ数×16文字を指定し ます。
CIDRW システム
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ブ ラウザイ ン タ フ ェース
ノ イズ測定画面
「ノ イズ測定画面」 では、 アンプユニ ッ ト に対し 「ノ イズ測定コ マン ド」 を連続的に送信し、 その結果

を リ アルタ イムにグラ フ化し て表示し ます。

横軸は時間を示し、 縦軸はノ イズレベル(0～99)を示し ます。

最大 ノ イズレベル

グラ フ ク リ アボタ ン

ス ター ト /ス ト ッ プボタ ン
69
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ブラウザイ ン タ フ ェース
MEMO
CIDRW システム
ユーザーズマニュアル



第 6 章

ト ラ ブル対策
第
 6

 章
ト

ラ
ブ

ル
対

策

ト ラ ブルシューテ ィ ング 72
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第6章
ト ラ ブル対策
ト ラ ブルシューテ ィ ング

アンプユニ ッ ト のコ マン ド に対するレスポンスの有無と動作表示灯で、 異常を表し ます。

エラー メ ッ セージ一覧

アンプユニ ッ ト の動作表示灯

種別 終了コー ド 名称 内容

上位通信エラー 14 フ ォーマ ッ ト エラー コマン ドのフ ォーマ ッ ト に誤りがある

(コ マン ド部が未定義、 ページやア ド レス指定が不適当など)

CIDRWヘ ッ ド－

IDタグ間の交信

エラー

70 交信エラー IDタグとの交信途中に ノ イズなどの障害が発生し、 正常に交信完了で

きない

71 ベ リ フ ァ イエラー IDタグに正しいデータが書込めない

72 IDタグ不在エラー CIDRWヘ ッ ドの前にIDタグが存在し ないか、 周囲環境(ノ イズなど)に

よ りIDタグを検知できない

7B ラ イ ト 領域外エラー リー ドは可能だが、 ラ イ ト が不可能な領域にIDタグがあってラ イ ト が

正常完了し ない

7E IDシステムエラー (1) IDタグがコマン ドの処理を実行できない状態である

7F IDシステムエラー (2) 使用対象外のIDタグを使用し た

CPUのハー ド

異常

9A CPU内部のハー ド

ウ ェ ア異常

EEPROMへの書き込みでエラーが発生し た。

名称 表示内容

RUN(緑) アンプユニ ッ ト が正常に動作中に点灯し ます。

COMM(橙) 上位機器との通信中、 または、 IDタグとの交信中に点灯し ます。

NORM(緑) IDタグとの交信が正常に完了し た場合に点灯し ます。

ERROR(赤) 上位機器との通信中、 またはIDタグとの交信中に異常が発生し た場合に点灯し ます。
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第6章
ト ラ ブル対策
動作チ ェ ッ ク フ ロー

■ 設置から試運転まで

テス ト コ マン ド に対するレスポンスの有無と アンプユニ ッ ト の動作表示灯の状態で、異常を表し ます。

正常にテス ト コ マン ド を受け付けた場合

動作表示灯

RUN COMM NORM ERROR

レスポンスの終了コー ド

種別 終了コー ド 内容

正常 00 正常にコマン ド を受付けま し た。

異常発生

テス ト コマン ド送信

RUN-LED消灯

いいえ

はい アンプユニ ッ ト に異常が発生し ま し た。

 p.74 アンプユニ ッ ト の異常

アンプユニ ッ ト の設定が正しいか確認し て く だ さい。

 p.74 コマン ドのレスポンスがない場合

レスポンスがある
はい

レスポンス内容を確認し て く だ さい。

 p.74 コ マン ドのレスポンスがある場合

いいえ

(1回点灯)
CIDRW システム
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第6章
ト ラ ブル対策
 アンプユニ ッ ト の異常

テス ト コ マン ド 送信後の動作表示LEDの状態を確認し ます。

正し く 対処し た上でアンプユニ ッ ト を再起動し、 再度テス ト コ マン ド を送信し確認し て く だ さい。

 コ マン ドのレスポンスがない場合

テス ト コ マン ド 送信後の動作表示LEDの状態を確認し ます。

正し く 対処し た上でアンプユニ ッ ト を再起動し、 再度テス ト コ マン ド を送信し確認し て く だ さい。

 コ マン ドのレスポンスがある場合

テス ト コ マン ド 送信後の動作表示LEDの状態を確認し ます。

正し く 対処し た上でアンプユニ ッ ト を再起動し、 再度テス ト コ マン ド を送信し確認し て く だ さい。

RUN COMM NORM ERROR 主な確認ポイ ン ト

－ アンプユニ ッ ト が破損し ている可能性があ り ます。

－ ・ 周囲ノ イズの影響(設置位置の変更)

・ アンプユニ ッ ト の電源

確認後もエラーを解決できない場合は、 アンプユニ ッ ト が破損

し ている可能性があ り ます。

RUN COMM NORM ERROR 主な確認ポイ ン ト

・ TCP/IPコネクシ ョ ンが切断されている可能性があ り ますの

で、 コネクシ ョ ンを再度確立し直し て く だ さい。

・ 上位機器と アンプユニ ッ ト 間のケーブルの接続および配線

・ 各ケーブルの引回し(周囲ノ イズの影響)

確認後もエラーを解決できない場合は、 アンプユニ ッ ト が破損

し ている可能性があ り ます。

・ 上位機器と アンプユニ ッ ト 間のケーブルの接続および配線

・ 各ケーブルの引回し(周囲ノ イズの影響)

・ コ マン ドのフ ォーマ ッ ト (文字数、 文字コー ド など)

RUN COMM NORM ERROR 主な確認ポイ ン ト

コ マン ドのフ ォーマ ッ ト (文字数、 文字コー ド など)

瞬停などの要因によ り メ モ リが破損し ている可能性があり ます。

(1回点灯)

(1回点灯)
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第6章
ト ラ ブル対策
■ 試運転から交信まで
ラ イ ト コ マン ド 送信後の動作表示LEDの状態と レスポンスの終了コー ド で、 異常を表し ます。

正常にIDタグを処理し た場合

ラ イ ト コマン ドのレスポンスがない場合は、 「設置から試運転まで」 の動作チ ェ ッ ク フ ローを参照し て く だ さい。

 p.73

動作表示灯

RUN COMM NORM ERROR

レスポンスの終了コー ド

種別 終了コー ド 内容

正常 00 正常にIDタグを処理し ま し た。

異常発生

レ ス ポ ン ス 終 了

コー ドが1□？

いいえ

はい コマン ド フ ォーマ ッ ト を確認し て く だ さい。

 p.76 終了コー ドが1□の場合

はい
IDタグとの交信に失敗し ま し た。

 p.77 終了コー ドが7□の場合

ラ イ ト コマン ド送信

RUN-LED消灯

いいえ

はい アンプユニ ッ ト に異常が発生し ま し た。

 p.76 アンプユニ ッ ト の異常

レ ス ポ ン ス 終 了

コー ドが7□？

交信OK

(1回点灯) (1回点灯)
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第6章
ト ラ ブル対策
 アンプユニ ッ ト の異常

コ マン ド 送信後の動作表示LEDの状態を確認し ます。

正し く 対処し た上で再度ラ イ ト コ マン ド を送信し、 確認し て く だ さい。

終了コー ドが1□の場合

上位通信エ ラーです。

コ マン ド 送信後の動作表示LEDの状態と レスポンスの終了コー ド を確認し ます。

正し く 対処し た上で再度ラ イ ト コ マン ド を送信し、 確認し て く だ さい。

RUN COMM NORM ERROR 主な確認ポイ ン ト

－

(RUNが消灯し ている場合は、 他の動作表示

LEDの状態は無関係)

・ 周囲ノ イズの影響(設置位置の変更)

・ アンプユニ ッ ト の電源

上記2点を確認後もエラーを解決できない場合は、 アンプユ

ニ ッ ト が破損し ている可能性があ り ます。

RUN COMM NORM ERROR

終了コー ド 主な確認ポイ ン ト

14 コ マン ドのフ ォーマ ッ ト

(コマン ド コー ド、 ページ指定、 ア ド レス指定、 処理データ数など)

(1回点灯)
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第6章
ト ラ ブル対策
終了コー ドが7□の場合

CIDRWヘ ッ ド-IDタグ間の交信エ ラーです。

コ マン ド 送信後の動作表示LEDの状態と レスポンスの終了コー ド を確認し ます。

正し く 対処し た上で再度ラ イ ト コ マン ド を送信し、 確認し て く だ さい。

■ その他の ト ラ ブルシューテ ィ ング

 テス ト モー ド動作中

テス ト モー ド開始時にCIDRWヘ ッ ド が正し く 接続されていない場合、 またはCIDRWヘ ッ ド ケーブルに

異常がある場合はERROR表示灯が点灯し、 アンプユニ ッ ト は動作を停止し ます。

 ブラウザ画面が表示されない場合

以下の点を確認し て く だ さい。

・ ネ ッ ト ワーク設定(IPア ド レス、 サブネ ッ ト マスク)が正しいかを確認

・ 上位機器側にバージ ョ ン5.0以上のJREがイ ンス ト ールされているかを確認

・ 上位機器側のProxyの設定に誤り などが無いかを確認

RUN COMM NORM ERROR

終了コー ド 主な確認ポイ ン ト

70 ・ CIDRWヘ ッ ド周辺のノ イズ環境(ノ イズ環境測定機能による周囲環境の確認)

・ 他のCIDRWヘ ッ ド との設置距離間隔

・ 周囲ノ イズの影響(設置位置の変更)

・ CIDRWヘ ッ ド ケーブルの断線が考えられるため、 パラ メ ータ取得コマン ド にてCIDRWヘ ッ ドの接続状態を確認

 p.50、 p.18

確認後もエラーを解決できない場合は、 アンプユニ ッ ト が破損し ている可能性があ り ます。

71 ・ IDタグの書換え回数寿命(IDタグの交換)

・ IDタグの使用環境(想定外の使用によるIDタグ破壊)

72 ・ CIDRWヘ ッ ドの接続

・ IDタグ－CIDRWヘ ッ ド間の設置距離

・ CIDRWヘ ッ ド周辺のノ イズ環境(ノ イズ環境測定機能による周囲環境の確認)

・ 他のCIDRWヘ ッ ド との設置距離間隔 ・ CIDRWヘ ッ ド ケーブルの断線が考えられるため、 パラ メ ータ取得コ マン

ド にてCIDRWヘ ッ ドの接続状態を確認

 p.50、 p.18

7B ・ IDタグ－CIDRWヘ ッ ド間の設置距離

・ CIDRWヘ ッ ド周辺のノ イズ環境(ノ イズ環境測定機能による周囲環境の確認)

・ 他のCIDRWヘ ッ ド との設置距離間隔

・ 周囲ノ イズの影響(設置位置の変更)

7E ・ 使用し ているIDタグの形式/仕様

・ 使用し ているIDタグの設定(ロ ッ ク、 など)

・ IDタグの使用環境(想定外の使用によるIDタグ破壊)7F

RUN COMM NORM ERROR 主な確認ポイ ン ト

・ CIDRWヘ ッ ドが正し く 接続されているかを確認

確認後も エラーを解決できない場合は、 アンプユニ ッ ト 、 ま

たはCIDRWヘ ッ ドが破損し ている可能性があ り ます。

(1回点灯) (1回点灯)
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第6章
ト ラ ブル対策
WEBブ ラウザ画面が表示できないと き

アンプユニ ッ ト のWEBブ ラウザイ ン ターフ ェ ース機能が実行できない場合 （画面表示されない場合） の対処法例

を説明し ます。

対処方法は弊社にて確認できた内容について説明する ものであ り、 本手順によ り必ず解決でき る ものでは

あ り ません。 その場合には、 弊社営業窓口までお問い合わせをお願い致し ます。

解決する事象

アンプユニ ッ ト のWEBブ ラウザイ ン ターフ ェ ースを用いてWEB画面表示させよ う と し た際に、オムロンの

ロゴが表示されるが操作 メ ニュー欄にエ ラー メ ッ セージが表示される場合があ り ます。
CIDRW システム
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ト ラ ブル対策
解決する手順

WEBブ ラウザイ ン ターフ ェ ース起動時のメ ッ セージをご確認いただき、対応する手順を実施 く だ さい。

「適切な Java のインストール
(p.80)」を参照してください。

「Java セキュリティ設定 (p.81)」
を参照してください。

「信頼済みサイト登録 (p.83)」を参照し
てください。

外部ネットワークに接続した状態で再度
画面表示を行ってください。

START

画面表示に図 1 の
メッセージが表示さ
れましたか?

使用しているブラウザ
とJavaの32/64bitは
一致していますか?

外部ネットワークに
接続できますか ?

Yes No

YesNo

Yes

No

Yes

No

Yes

No

[今回は実行]ボタンをクリックして
ください。

画面表示に図 2 の
メッセージが表示さ
れましたか?

画面下部に図3が表示
されましたか？

図 .1

図 .2

図 .3
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第6章
ト ラ ブル対策
適切なJavaのイ ンス ト ール

以下のフ ローで決定し た64/32bitのJavaを イ ンス ト ールし て く だ さい。

Windows7/Windows10 のOS bit 数確認方法
1. [ スタート ]-[ コンピューター ]を右クリックします。
2. 表示された項目から [プロパティ ]をクリックします。
3. [ システム ]が表示されます。[システムの種類 ]欄から、
パソコンにインストールされているWindows7のビット数を確認します。
32bit の場合 [32 ビットオペレーティングシステム ]と表示されます。
64bit の場合 [64 ビットオペレーティングシステム ]と表示されます。

START

ご使用のOS
64/32bit

ご使用のブラウザ
64/32bit

32bit

64bit

END

32bit

64bit

Java 64bit 版をインストール
してください。

Java 32bit 版をインストール
してください。
CIDRW システム
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ト ラ ブル対策
Javaセキュ リ テ ィ 設定

(1)コ ン ト ロールパネルを開き[Java]を ク リ ッ ク し て く だ さい。

(2)セキュ リ テ ィ のタ ブを開き、 セキュ リ テ ィ レベルを[高]→[中]に変更し て く だ さい。

本操作は、 Javaアプ リケーシ ョ ン実行に対するセキュ リ テ ィ 認証を低下させるため、 他のJavaアプ リケーシ ョ ンの実行

にも影響し ます。

(3)WEBブ ラウザを再起動し、 リーダラ イ タのIPア ド レスにアクセス し直し て く だ さい。

※初回アクセス時には、以下の警告メ ッ セージが出ますが、[実行]を ク リ ッ クする と画面表示されます。
CIDRW システム
ユーザーズマニュ アル 81



82

第
 6

 章
W

E
B

ブ
ラ

ウ
ザ

画
面

が
表

示
で

き
な

い
と

き

第6章
ト ラ ブル対策
■ Javaのセキュ リ テ ィ 設定が出ない場合
例外サイ ト ・ リ ス ト の表示が無 く 、 操作できない場合の対処法について説明し ます。

(1)コ ン ト ロールパネルの 「プログラムと機能」 から、 すべてのJavaプログラムをアン イ ンス ト ールし

ます。

(2) アン イ ンス ト ール後、 以下のサイ ト から ご使用のアンプユニ ッ ト に適し たバージ ョ ンのJava を

イ ンス ト ールし直し て く だ さい。

https://www.oracle.com/technetwork/java/archive-139210.html

（URLは2019年4月現在のもので今後変わる可能性があ り ます）

使用できるJavaのバージ ョ ンについては、 「ブ ラウザ操作画面」 を参照し て く だ さい。

p.56

最新版のJavaではJavaセキュ リ テ ィ 機能の強化によ り、 同様の現象が再発し て し ま う可能性があ り ます。
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ト ラ ブル対策
信頼済みサイ ト 登録

(1)Internet Explorerの[ツール]から[イ ン ターをネ ッ ト オプシ ョ ン]を選択し ます。

(2) イ ン タ ーネ ッ ト オプシ ョ ンの[ セキュ リ テ ィ ] タ ブから、 セキュ リ テ ィ 設定を表示または変更する

ゾーンの[信頼済みサイ ト ]を選択し、 [サイ ト (S)]を ク リ ッ ク し ます。

(3)[このWebサイ ト をゾーンに追加する(D):]の入力欄に対象のア ド レスを入力し ます。

http://“対象機器のIPア ド レス”/を入力し ます。

例） http://192.168.1.200/
CIDRW システム
ユーザーズマニュ アル 83
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第6章
ト ラ ブル対策
その他エラーへの対処方法

(1)コ ン ト ロールパネルを開き、 「Java」 を ク リ ッ ク し て く だ さい。

(2) 「一般」 タ ブの 「イ ン ターネ ッ ト 一時フ ァ イル」 の 「設定」 を ク リ ッ ク し て く だ さい。
CIDRW システム
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第
 6

 章
W

E
B

ブ
ラ

ウ
ザ

画
面

が
表

示
で

き
な

い
と

き
第6章

ト ラ ブル対策
(3) 「コ ンピ ュータに一時フ ァ イルを保持する」 にチ ェ ッ ク を入れ、 「フ ァ イルの削除」 を ク リ ッ ク し て

く だ さい。

(4) 「OK」 を ク リ ッ ク し て く だ さい。

(5)フ ァ イルの削除が終わったら、 「OK」 ボタ ンを ク リ ッ ク し、 画面をすべて閉じ て く だ さい。

その後WEBブ ラウザを再起動し、 アンプユニ ッ ト へ再接続し て く だ さい。
CIDRW システム
ユーザーズマニュ アル 85
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ト ラ ブル対策
MEMO
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仕様 ・ 外形寸法

アンプユニ ッ ト

形V640-HAM11-ETN-V2/形V640-HAM11-L-ETN-V2

■ 一般仕様

項目
仕様

形V640-HAM11-ETN-V2 形V640-HAM11-L-ETN-V2

電源電圧 DC24V +10％ -15％

消費電流 150mA以下 400mA以下

保護構造 IP20(IEC60529: 2001)

周囲温度 動作時 ： 0～+40℃ 　 保存時 ： -15～+65℃(ただ し氷結なき こ と)

周囲湿度 動作時 ・ 保存時 ： 35～85％RH(ただ し結露なき こ と)

絶縁抵抗 20MΩ以上(DC100V絶縁抵抗計にて) （電源端子一括と フ レームグラ ン ド端子間に印加）

耐電圧 AC1000V (50/60Hz、 1分間)で検出電流5mA以下 （電源端子一括と フ レームグラ ン ド端子間に印加）

耐振動 周波数10～150Hz 　 複振幅0.20mm 　 加速度15m/s2 　上下、 前後、 左右各方向に1掃引8分間 　 10掃引

耐衝撃 150m/s2の衝撃を上下、 左右、 前後の各方向に3回、 計18回

接地 D種接地(従来の第3種接地)

ケース材質 PC + ABS

形状 80W×185H×43D （突起部を除 く ）

質量 約250g

周波数 134.2kHz

放射磁界強度 最大35 dBμA/m （測定距離10m）

過電圧カテゴ リー カテゴ リー Ｉ

取付け方法 4点 M4ねじ止め （ねじ締め ト ルク1.2N ・ m）

CIDRWヘ ッ ド V640-HS61 V640-HS62
CIDRW システム
ユーザーズマニュアル
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■ 上位通信仕様

一度にアンプユニ ッ ト に接続できる上位機器は1台のみです。 上位機器Aがアンプユニ ッ ト に接続し ている最中に、 別

の上位機器Bがアンプユニ ッ ト に接続する と、 上位機器A と アンプユニ ッ ト 間のコネクシ ョ ンは自動的に切断され、 上

位機器Bが制御権を持ちます。

何らかの原因によ り、 上位機器と アンプユニ ッ ト 間のコネク シ ョ ンが切断されて し ま った場合、 上位機器側から再度

アンプユニ ッ ト へコネクシ ョ ンを確立する こ と で、 通信を再開する こ とが可能です。

アンプユニ ッ ト がID タグとの交信処理を実行し ている最中にEthernetケーブルが抜けた場合/ コネクシ ョ ンが切断され

た場合、 IDタグとの交信処理は中断されます。

項目 内容

準拠規格 10BASE-T、 100BASE-TX

プロ ト コル TCP/IP

IPア ド レス DIP-SWによる設定、 またはROM設定によ り変更可能。

・ DIP-SWによる設定時(DIP-SW1-5のいずれかがON)

IPア ド レスは、 「192.168.1.□□□」 に設定されます。 また、 サブネ ッ ト マスクは、

「255.255.255.0」 に固定されます。

・ ROM設定時(DIP-SW1-5がすべてOFF)

任意のIPア ド レスを設定する こ とができます。 DIP-SW1-5をすべてOFFで、 ROM設定のIPア ド

レスが有効にな り ます。

アンプユニ ッ ト の通信条件設定は以下のページを参照し て く だ さい。

p.33

工場出荷時設定

IPア ド レス ： 192.168.1.200、 サブネ ッ ト マスク ： 255.255.255.0

(DIP-SW1-5は、 すべてOFF)

使用ポー ト TCP/IP ： 7090ポー ト

MTU 1500バイ ト
CIDRW システム
ユーザーズマニュ アル 89
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CIDRWヘ ッ ド

形V640-HS61

項目 仕様

発信周波数 134kHz

周囲温度 動作時 ： 0～+40℃ 　 保存時 ： -15～+65℃(ただ し氷結なき こ と)

周囲湿度 動作時 ・ 保存時 ： 35～85％RH(ただ し結露なき こ と)

保護構造 IP20(IEC60529規格)

絶縁抵抗 コネク タ端子一括とケース間 　 20MΩ以上(DC100Vメ ガにて)

耐電圧 AC1000V(50/60Hz、 1分間)コネク タ端子一括とケース間に印加し、 漏れ電流5mA以下

耐振動 周波数10～150Hz 　 複振幅0.20mm 　 加速度15m/s2

上下、 前後、 左右各方向に1掃引8分間 　 10掃引

耐衝撃 150m/s2の衝撃を上下、 左右、 前後の各方向に3回、 計18回

ケース材質 ABS

ステンレス取付け

質量 約70g

ケーブル長 2m

ケーブル仕様 φ3mm 同軸ケーブル

同軸ケーブル φ3.0， 長さ 2m

(単位 ： mm)

コネク タ
アンテナ中心(取付穴)

アンテナ中心
取付穴加工寸法
CIDRW システム
ユーザーズマニュアル
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形V640-HS62

項目 仕様

発信周波数 134kHz

周囲温度 動作時 ： 0～+40℃ 　 保存時 ： -15～+65℃(ただ し氷結なき こ と)

周囲湿度 動作時 ・ 保存時 ： 35～85％RH(ただ し結露なき こ と)

保護構造 IP20(IEC60529規格)

絶縁抵抗 コネク タ端子一括とケース間 　 20MΩ以上(DC100Vメ ガにて)

耐電圧 AC1000V(50/60Hz、 1分間)コネク タ端子一括とケース間に印加し、 漏れ電流5mA以下

耐振動 周波数10～150Hz 　 複振幅0.20mm 　 加速度15m/s2

上下、 前後、 左右各方向に1掃引8分間 　 10掃引

耐衝撃 150m/s2の衝撃を上下、 左右、 前後の各方向に3回、 計18回

ケース材質 ABS

ステンレス取付け

質量 約100g

ケーブル長 1.9m

ケーブル仕様 φ3mm 同軸ケーブル

同軸ケーブル φ3.0， 長さ 1.9m

(単位 ： mm)

コネク タ
コ イル中心

(取付穴)

コ イル中心

取付穴加工寸法

フ ェ ラ イ ト コ ア
CIDRW システム
ユーザーズマニュ アル 91
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接続例

 形V640-HAM11-ETN-V2

上位機器と アンプユニ ッ ト はLANケーブルを介し て接続し ます

 形V640-HAM11-L-ETN-V2

上位機器と アンプユニ ッ ト はLANケーブルを介し て接続し ます

CIDRWヘ ッ ド

形V640-HS61

アンプユニ ッ ト

形V640-HAM11-ETN-V2

Ethernet HUB

推奨 ： 形W4S1-05B(オムロン製)上位機器

LANケーブル LANケーブル

CIDRWヘ ッ ド

形V640-HS61

アンプユニ ッ ト

形V640-HAM11-ETN-V2

アンプユニ ッ ト

形V640-HAM11-ETN-V2

CIDRWヘ ッ ド

形V640-HS61

LANケーブル

LANケーブル

ホス ト 、 装置コ ン ト

ローラなどです。

CIDRW ヘ ッ ド を制御す る

ユニ ッ ト です。

ID タグからキャ リ ア ID を

読出し た り、 書込んだ り

するアンテナ部です。

CIDRWヘ ッ ド

形V640-HS62

アンプユニ ッ ト

形V640-HAM11-L-ETN-V2

Ethernet HUB

推奨 ： 形W4S1-05B(オムロン製)上位機器

LANケーブル LANケーブル

CIDRWヘ ッ ド

形V640-HS62

アンプユニ ッ ト

形V640-HAM11-L-ETN-V2

アンプユニ ッ ト

形V640-HAM11-L-ETN-V2

CIDRWヘ ッ ド

形V640-HS62

LANケーブル

LANケーブル

ホス ト 、 装置コ ン ト

ローラなどです。

CIDRW ヘ ッ ド を制御す る

ユニ ッ ト です。

ID タグからキャ リ ア ID を

読出し た り、 書込んだ り

するアンテナ部です。
CIDRW システム
ユーザーズマニュアル
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使用条件による特性データ

交信領域図(参考)

以下の交信領域(交信距離)については、 参考値であ り保証できません。

交信領域図は、 ご使用になられますID タグ、 周囲金属、 ノ イズ環境、 温度の影響などによ り変化し ま

すので、 設置の際には十分に確認を行って く だ さい。

ID タ グには方向性があ り ます。 方向によ っ て交信性能に差が生じ るため、 ID タグのコ イルの向き を確

認し てお使い く だ さい。

■ V640-HAM11-ETN-V2

同軸取付け(RI-TRP-DR2B-30)

・ リー ド

・ ラ イ ト

交信領域図(リー ド)

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

X軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト

交信領域図(ラ イ ト )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

X軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト
CIDRW システム
ユーザーズマニュ アル 93
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同軸取付け(RI-TRP-DR2B-30)

・ リー ド

・ ラ イ ト

交信領域図(リー ド)

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

Z軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト

交信領域図(ラ イ ト )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

Z軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト
CIDRW システム
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平行取付け(RI-TRP-DR2B-30)

・ リー ド

・ ラ イ ト

交信領域図(リー ド)

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

X軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト

交信領域図(ラ イ ト )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

X軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト
CIDRW システム
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平行取付け(RI-TRP-DR2B-30)

・ リー ド

・ ラ イ ト

交信領域図(リー ド)

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

Z軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト

交信領域図(ラ イ ト )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

Z軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト
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垂直取付け(RI-TRP-DR2B-30)

・ リー ド

・ ラ イ ト

交信領域図(リー ド)

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

X軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト

交信領域図(ラ イ ト )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

X軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト
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垂直取付け(RI-TRP-DR2B-30)

・ リー ド

・ ラ イ ト

交信領域図(リー ド)

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

Z軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト

交信領域図(ラ イ ト )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

Z軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト
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同軸取付け(RI-TRP-WR2B)

・ リー ド

・ ラ イ ト

交信領域図(リー ド)

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

X軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト

交信領域図(ラ イ ト )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

X軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト
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同軸取付け(RI-TRP-WR2B)

・ リー ド

・ ラ イ ト

交信領域図(リー ド)

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

Z軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト

交信領域図(ラ イ ト )

Y
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向

距
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)

Z軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト
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平行取付け(RI-TRP-WR2B)

・ リー ド

・ ラ イ ト

交信領域図(リー ド)

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

X軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト

交信領域図(ラ イ ト )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

X軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト
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平行取付け(RI-TRP-WR2B)

・ リー ド

・ ラ イ ト

交信領域図(リー ド)

Y
軸

方
向

距
離
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)

Z軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト

交信領域図(ラ イ ト )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

Z軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト
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垂直取付け(RI-TRP-WR2B)

・ リー ド

・ ラ イ ト

交信領域図(リー ド)

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

X軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト

交信領域図(ラ イ ト )
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)

X軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト
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垂直取付け(RI-TRP-WR2B)

・ リー ド

・ ラ イ ト

交信領域図(リー ド)

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

Z軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト

交信領域図(ラ イ ト )

Y
軸

方
向

距
離
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)

Z軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト
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■ V640-HAM11-L-ETN-V2

同軸取付け(RI-TRP-DR2B-30)

・ リー ド

・ ラ イ ト

交信領域図(リー ド)

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

X軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト

交信領域図(ラ イ ト )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

X軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト
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同軸取付け(RI-TRP-DR2B-30)

・ リー ド

・ ラ イ ト

交信領域図(リー ド)

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

Z軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト

交信領域図(ラ イ ト )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

Z軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト
CIDRW システム
ユーザーズマニュアル
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平行取付け(RI-TRP-DR2B-30)

・ リー ド

・ ラ イ ト

交信領域図(リー ド)

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

X軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト

交信領域図(ラ イ ト )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

X軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト
CIDRW システム
ユーザーズマニュ アル 107
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平行取付け(RI-TRP-DR2B-30)

・ リー ド

・ ラ イ ト

交信領域図(リー ド)

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

Z軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト

交信領域図(ラ イ ト )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

Z軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト
CIDRW システム
ユーザーズマニュアル
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垂直取付け(RI-TRP-DR2B-30)

・ リー ド

・ ラ イ ト

交信領域図(リー ド)

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

X軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト

交信領域図(ラ イ ト )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

X軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト
CIDRW システム
ユーザーズマニュ アル 109



110

第
 7

 章
使

用
条

件
に

よ
る

特
性

デ
ー

タ

第7章
付 　  録
垂直取付け(RI-TRP-DR2B-30)

・ リー ド

・ ラ イ ト

交信領域図(リー ド)

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

Z軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト

交信領域図(ラ イ ト )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

Z軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト
CIDRW システム
ユーザーズマニュアル
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同軸取付け(RI-TRP-WR2B)

・ リー ド

・ ラ イ ト

交信領域図(リー ド)

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

X軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト

交信領域図(ラ イ ト )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

X軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト
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ユーザーズマニュ アル 111
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同軸取付け(RI-TRP-WR2B)

・ リー ド

・ ラ イ ト

交信領域図(リー ド)

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

Z軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト

交信領域図(ラ イ ト )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

Z軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト
CIDRW システム
ユーザーズマニュアル
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付 　  録
平行取付け(RI-TRP-WR2B)

・ リー ド

・ ラ イ ト

交信領域図(リー ド)

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

X軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト

交信領域図(ラ イ ト )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

X軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト
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平行取付け(RI-TRP-WR2B)

・ リー ド

・ ラ イ ト

交信領域図(リー ド)

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

Z軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト

交信領域図(ラ イ ト )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

Z軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト
CIDRW システム
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垂直取付け(RI-TRP-WR2B)

・ リー ド

・ ラ イ ト

交信領域図(リー ド)

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

X軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト

交信領域図(ラ イ ト )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

X軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト
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垂直取付け(RI-TRP-WR2B)

・ リー ド

・ ラ イ ト

交信領域図(リー ド)

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

Z軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト

交信領域図(ラ イ ト )

Y
軸

方
向

距
離

(m
m

)

Z軸方向距離(mm)

測定ポイ ン ト
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CIDRWヘ ッ ドの設置間隔(参考)

■ アンプユニ ッ ト がマルチ ド ロ ッ プで接続され、複数のCIDRWヘ ッ ド を使用する場合
CIDRWヘ ッ ドは同時にコ マン ド処理し ないため、 0.1m以上間隔をあけて設置し て く だ さい。

■ 独立し たCIDRWシステムに接続されたCIDRWヘ ッ ドが接近し て設置された場合

CIDRWヘ ッ ド間の距離と交信距離変化率(参考)

CIDRWヘ ッ ド が同時にコ マン ド 処理する と、 ヘ ッ ド 間の相互干渉によ り誤動作が発生する こ とがあ り

ます。 このよ う な場合、 以下に示す距離を確保し てCIDRWヘ ッ ド を設置し て く だ さい。

同軸設置する場合

平行設置する場合

対向設置する場合

形V640-HS61 形V640-HS62

CIDRWヘ ッ ド同士の距離 交信距離の変化 CIDRWヘ ッ ド同士の距離 交信距離の変化

1000mm 100% 2000mm 99%

900mm 100% 1600mm 99%

800mm 100% 1400mm 95%

700mm 99% 1200mm 84%

600mm 90% 1000mm 68%

500mm 74% 800mm 53%

400mm 55% 600mm 34%

300mm 40% 400mm 15%

200mm 15% 200mm 0%

1m以上 2m以上
・ 形V640-HS61 ・ 形V640-HS62

1m以上 2m以上
・ 形V640-HS61 ・ 形V640-HS62

1m以上 2m以上
・ 形V640-HS61 ・ 形V640-HS62
CIDRW システム
ユーザーズマニュ アル 117
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周囲金属の影響(参考)

CIDRWヘ ッ ドは、 天板(金属体)の隙間から交信する こ と も可能です。

ただ し、 CIDRWヘ ッ ド と金属体の距離は、 それぞれ下記の値以上、 確保し て く だ さい。 確保し ない場

合、 交信距離が大幅に低下し ます。

金属体(材質:AL、 SUS)

(厚さ:1mm)

V640-HS62
CIDRW HEAD

MADE IN JAPAN

20mm以上

20mm以上

30mm以上

30mm以上

金属体(材質:AL、 SUS)

形V640-HS61

形V640-HS62

10mm以上

10mm以上

20mm以上

20mm以上

金属体(材質:AL、 SUS)
CIDRW システム
ユーザーズマニュアル
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交信時間

システム設計をする際、 上位機器と アンプユニ ッ ト の間で処理に必要な時間を考慮し て く だ さい。

交信時間計算式(単位:ms)

リー ド ： 138.7 x  (ページ数) + 10.0

ラ イ ト 、 同一ラ イ ト ： 379.8 x  (ページ数) + 145.4

バイ ト ラ イ ト ： 383.0 x  (バイ ト 数/8) + 249.0

TAT計算式(単位:ms)

TAT＝コ マン ド と レスポンスの伝送時間＋交信時間

※コマン ド と レスポンスの伝送時間はネ ッ ト ワークに依存し て変わるため、事前に検証し て く だ

さい。

参考値 ： リ ン ク速度100MでPCと アンプユニ ッ ト を直結し た場合、 コ マン ド と レスポンスの伝送

時間は10ms～40ms程度にな り ます。

時間 説明

交信時間 IDタグとCIDRWヘ ッ ド間の交信に必要な時間です。

TAT 上位機器から見てアンプユニ ッ ト が処理するのに必要な時間です。

上位機器

アンプユニ ッ ト

コマン ド レスポンス

交信時間

TAT

切上げ
CIDRW システム
ユーザーズマニュ アル 119
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IDタグ とCIDRWヘ ッ ド との交信時間のグラ フは以下のとお り です。

ただ し、使用状況によ っ て、交信時間が大幅に増加する可能性があ り ます。あらかじめご了承 く だ さい。

リ ー ド

処理ページ数

交信時間

交
信

時
間

(m
s)

交
信

時
間

(m
s)

ラ イ ト (同一ラ イ ト )

処理ページ数

交信時間
CIDRW システム
ユーザーズマニュアル
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形V640-HAM11-ETN、 形V640-HAM11-L-ETNに比べ一部交信時間に差(ラ イ ト /同一ラ イ ト /バイ ト ラ イ ト 交信時間が速 く なって

います)があ り ますので、 事前にご確認 く だ さい。

交
信

時
間

(m
s)

バイ ト ラ イ ト

交信時間

処理バイ ト 数
CIDRW システム
ユーザーズマニュ アル 121
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ノ イズと交信距離の関係

ノ イズ測定機能を使用し、 測定し た結果と交信距離の相関図は下図のグラ フのよ う にな り ます。

設置時は、 ノ イズレベルが 「10」 以下になるよ う に、 CIDRWヘ ッ ド の周囲金属や電源ノ イズ、 空間 ノ

イズなどへの対策を実施し て く だ さい。

ノ イズ測定コマン ド p.52

■ 形V640-HAM11-ETN-V2

■ 形V640-HAM11-L-ETN-V2

ノ イズレベル

交
信

距
離

(m
m

)

ノ イズレベルと交信距離の関係(参考値)

ノ イズレベル

交
信

距
離

(m
m

)

ノ イズレベルと交信距離の関係(参考値)
CIDRW システム
ユーザーズマニュアル
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IDタグのメ モ リ マ ッ プ

ID タグ RI-TRP-DR2B(-30)、 RI-TRP-WR2B(-30)のメ モ リ マ ッ プは以下のとお り です。

・ キャ リ アIDのメ モ リ エ リ アは、 ページ1からの固定と な り ます。

・ 表中の 00h ～ 87h は、 ア ド レスを示し ています。

・ RI-TRP-WR2B(-30)のメ モ リ容量は136バイ ト にな り ます。

・ RI-TRP-WR2B(-30)のメ モ リ容量は8バイ ト にな り ます。

ページ 8バイ ト /1ページ

1 00h 01h 02h 03h 04h 05h 06h 07h

2 08h 09h 0Ah 0Bh 0Ch 0Dh 0Eh 0Fh

3 10h 11h 12h 13h 14h 15h 16h 17h

4 18h 19h 1Ah 1Bh 1Ch 1Dh 1Eh 1Fh

5 20h 21h ･･･ ･･･ 27h

6 28h 29h ･･･ ･･･ 2Fh

7 30h 31h ･･･ ･･･ 37h

8

9 :

10 : :

11 :

12

13

14 68h 69h ･･･ ･･･ 6Fh

15 70h 71h ･･･ ･･･ 77h

16 78h 79h ･･･ ･･･ 7Fh

17 80h 81h ･･･ ･･･ 87h

DATASEG LENGTH

キャ リ ア

ID

16

"S01" 8

"S02" 8

"S03" 8

"S04" 8

"S05" 8

"S06" 8

"S07" 8

"S08" 8

"S09" 8

"S10" 8

"S11" 8

"S12" 8

"S13" 8

"S14" 8

"S15" 8

キャ リ アID

(16byte)

データ領域

(計120byte)

■RI-TRP-DR2B(-30)
IDタグのメ モ リ マ ッ プ

データ セグ メ ン ト の

設定例

■RI-TRP-WR2B(-30)
IDタグのメ モ リ マ ッ プ

データ セグ メ ン ト の

設定例

ページ 8バイ ト /1ページ

1 00h 01h 02h 03h 04h 05h 06h 07h

DATASEG LENGTH

キャ リ アID 8

キャ リ アID

(8byte)
CIDRW システム
ユーザーズマニュ アル 123
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点 　 検

CIDRWシステムの機能を最良の状態でご使用いただ く ため、 日常あるいは定期的な点検が必要です。

点検項目 点検内容 判定基準 必要な備品

電源電圧変動 電源端子台で判定し基準内である こ と 電源電圧の仕様範囲内である こ と テス タ

頻繁な瞬時停電や急激な電圧の昇降はな

いか

電圧変動範囲内である こ と 電源アナラ イザ

周囲環境 温度 仕様の範囲内か 仕様の範囲内である こ と 最高低音温度計

湿度計湿度

振動 ・ 衝撃 機械から振動や衝撃が伝わっていないか

じん埃 じん埃や異物が付着、 推積し ていないか ないこ と

腐食性ガス 金属部の変色や腐食はないか

入出力用電源 電圧変動 各入出力部の端子台で測定し、 基準内で

あるか

仕様の範囲内である こ と テス タ

オシロスコープリ ッ プル

取付け状態 各装置はし っかり固定されているか ゆるみのないこ と －

各コネク タ類は完全に挿入されているか ロ ッ ク、 ねじ締めができている こ と

配線は切れかかっていないか 切れかかっていないこ と

D種接地(従来の第3種接地)されているか D種接地(従来の第3種接地)されている こ

と

CIDRW システム
ユーザーズマニュアル
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JIS8単位コー ド表(ASCIIコー ド表)

上位桁

下位桁

b8～b5 0000 1001 0010 0011 0100 0101 0110 0111 1000 1101 1010 1011 1100 1101 1110 1111

b4～b1
列

行
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

0000 0 NUL TC7(DLE) (SP) 0 @ P ` p 未定義 － タ ミ

0001 1 TC1(SOH) DC1 ! 1 A Q a q 。 ア チ ム

0010 2 TC2(STX) DC2 " 2 B R b r 「 イ ツ メ

0011 3 TC3(ETX) DC3 # 3 C S c s 」 ウ テ モ

0100 4 TC4(EOT) DC4 $ 4 D T d t 、 エ ト ヤ

0101 5 TC5(NEQ) TC8(NAK) % 5 E U e u . オ ナ ユ

0110 6 TC6(ACK) TC9(SYN) & 6 F V f v ヲ カ ニ ヨ

0111 7 BEL TC10(ETB) ' 7 G W g w ァ キ ヌ ラ

1000 5 FE0(BS) CAN ( 8 H X h x ｨ ク ネ リ

1001 9 FE1(HT) EM ) 9 I Y i y ｩ ケ ノ ル

1010 10 FE2(LF) SUB * : J Z j z ｪ コ ハ レ

1011 11 FE3(VT) ESC + ; K [ k { ｫ サ ヒ ロ

1100 12 FE4(FF) IS4(FS) , < L \ l | ｬ シ フ ワ

1101 13 FE5(CR) IS3(GS) - = M ] m } ｭ ス ヘ ン

1110 14 S0 IS2(RS) . > N ^ n ￣ ｮ セ ホ ゛

1111 15 S1 IS1(US) / ? O ＿ o DEL ｯ ソ マ °

未

定

義

未

定

義

未

定

義

未

定

義

CIDRW システム
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保護構造について

IP-□□は、下記テス ト 法による ものであ り、実使用環境・使用条件によるシール性は事前にご確認 く だ さい。

IPとは、 保護特性記号(International Protection)です。

■ IEC(International Electrotechnical Commission ： 国際電気標準会議)

規格(IEC60529 ： 2001)

(A) 「第1記号」 個体異物に対する保護等級

(B) 「第2記号」 水の侵入に対する保護等級

等級 保護の程度

0 保護な し

1 直径50mm以上の固形物体(手など)が内部に侵入し ない。

2 直径12.5mm以上の固形物体(指など)が内部に侵入し ない。

3 直径2.5mm以上のワイヤーや固形物体が内部に侵入し ない。

4 直径1mm以上のワイヤーや固形物体が内部に侵入し ない。

5 機器の正常な動作に支障を きた し た り、 安全を損な う程の量の粉塵が内部に侵入し ない。

6 粉塵が内部に侵入し ない。

等級 保護の程度 試験法概要(真水を使用して試験する)

0 特に保護な し 水の浸入に対し て特には保護

されていない。

試験な し

1 水の滴下に対する保護 鉛直から落ちて く る滴下する

水によ って有害な影響を受け

ない。

滴水試験装置にて鉛直滴

下を10分間散水する。

2 水の滴下に対する保護 鉛直から15°以内からの滴下

する水によ って有害な影響を

受けない。

滴水試験装置にて15°傾

けて設置し、 10分間(各方

向25分間)散水する。

3 散水に対する保護 鉛直から60°以内からの散水

によ って有害な影響を受けな

い。

右図のテス ト 装置にて、

鉛直方向から両側に60°

までの角度で10分間散水

する。

各散水孔当り
CIDRW システム
ユーザーズマニュアル
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■ 耐油性に関する社内規格

4 水の飛沫に対する保護 いかなる方向からの水の飛沫

によ っても有害な影響を受け

ない。

右図のテス ト 装置にて、

あらゆる方向から、 10分

間散水する。

5 噴流水に対する保護 いかなる方向からの水の直接

噴流によ っても有害な影響を

受けない。

右図のテス ト 装置にて、

あらゆる方向から外被表

面積1m2当り1分間、 のべ

少な く と も3分間以上散水

する。

6 暴噴流に対する保護 いかなる方向からの水の強い

直接噴流によ っても水が浸入

し ない。

右図のテス ト 装置にて、

あらゆる方向から外被表

面積1m2当り1分間、 のべ

少な く と も3分間以上散水

する。

7 水中への浸漬に対する保護 規定の圧力、 時間で水中に没

し ても水が浸入し ない。

水深1m(機器の高さが

850mmよ り低い場合)に30

分間没する。

8※ 水没に対する保護 常時水中に没し て使用でき

る。

メ ーカーと機器の使用者

間の取り決めによる。

※ 当社試験方法

使用条件 ： 水中下10m以内の自然状態

(1) 2気圧の水中に1時間浸し、 水の浸入がないこ と

(2) 5℃の冷水に30分⇔85℃の温水に30分のヒー ト シ ョ ッ クサイ クルを100回繰り返し、 交信性能に異常がないこ と

保護構造仕様 IPX9Kについて

IPX9Kは、 ド イ ツ規格 DIN 40050 PART9 で定められた、 高温 ・ 高圧水に対する保護規定です。

80℃の湯を、 指定の形状のノ ズルから80～100BARの水圧で、 供試体に放水し ます。

水量は、 14～16リ ッ ト ル/分です。

供試体と ノ ズルの間隔は10～15cm、 放水の方位は 水平方向に0、 30度、 60度、 90度であ り、 各方

位につき30秒ずつ供試体を水平面上で回転させながら、 実施し ます。

保護の程度

防油 いかなる方向からの油滴、 油沫によ って有害な影響を受けない。

耐油 いかなる方向からの油滴、 油沫も内部に侵入し ない。

注.当社内で規定し ている油、 切削油にて耐油性を確認し ています。 (JIS C 0920:2003 付属書1)

等級 保護の程度 試験法概要(真水を使用して試験する)

各散水孔当り

放出部 ノ ズル径:φ6.3

放出部 ノ ズル径:φ12.5

90°
60°

30°

0°

10～15cm
CIDRW システム
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